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今月の
表紙

11 月 5 日、小田小学校 3 年生が山ノ上地区で干柿づくりを体験。 児童たちは真剣
に皮むきや縄付けに取り組みました。 干された柿を目の前に、出来上がりが待ち遠
しいようです。



　元
矢
掛
町
消
防
団
長
の
藤
永
哲
雄
氏
（
宇
内
）
が
こ
の

た
び
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　藤
永
氏
は
昭
和
46
年
か
ら
町
消
防
団
を
49
年
務
め
ら
れ

る
な
ど
、
消
防
活
動
へ
の
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
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Information
まちからの

お知らせ

矢
掛
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
表
彰
式

　
10
月
31
日
、
町
活
性
化
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
を
表
彰
す
る
「
令
和

２
年
度
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
表
彰
式
」
を
矢
掛
町
役
場
で
行
い
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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矢
掛
町
生
涯
学
習
の
つ
ど
い
表
彰
式

　
10
月
31
日
、「
令
和
２
年
度
矢
掛
町
生
涯
学
習
の
つ
ど
い
表
彰
式
」
を
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。
生
涯
学
習
の
一
層
の
振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
年
１
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
受
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。（
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末
永
三
喜
太
賞
と
は
？

　
矢
掛
町
出
身
の
故
・
末
永
三
喜
太
氏
か
ら

生
前
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
財
産
で
基
金
を
創

設
し
て
い
ま
す
。「
矢
掛
町
の
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
や
地
域
振
興
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
い
う
末
永
氏
の
ご
遺
志
を
尊
重
し
、

文
化
、ス
ポ
ー
ツ
、
国
際
化
、
福
祉
の
向
上

お
よ
び
地
域
振
興
な
ど
の
活
動
を
実
践
し
て

い
る
個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

①、② 表彰式の様子
③、④ 文化センターロビーには、
　地区公民館での講座作品と
　町並み写生大会の作品が展
　示されました。
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め
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　戸
籍
事
務
の
管
掌
者
と
し
て
、
戸
籍
制
度
の
充
実
と
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

山野　通彦 矢掛町長
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護
セ
ン
タ
ー
愛
称
決
定「
ア
イ
サ
ポ
や
か
げ
」

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
４
月
に
「
矢
掛
町
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」
を
開
所
し
た
こ
と
に

よ
り
、
施
設
の
愛
称
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
２
８
７
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
多

数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、「
ア
イ
サ
ポ
や
か
げ
」
に
決
定
し

ま
し
た
。
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、  
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助
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、
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尊
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擁
護
す
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セ
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タ
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親
し
み
や
す
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な
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よ
う
に
と
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た
も
の
で
す
。
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岡
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応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、「
ア
イ
サ
ポ
や
か
げ
」
に
決
定
し

ま
し
た
。

●
考
　案
　者
　
池
永
一
広
氏
（
大
阪
府
高
槻
市
）

●
愛
称
の
意
味
　
愛
、
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
助
け
合
い 

＋ 

サ
ポ
ー
ト
（
＝
支
援
） 
か
ら
名
付

け
た
も
の
で
、
人
の
権
利
を
大
切
に
、
愛
と
出
会
い
、  

ふ
れ
あ
い
、
助
け
合

い
の
あ
る
、
個
人
の
尊
厳
と
権
利
を
擁
護
す
る
セ
ン
タ
ー
を
親
し
み
や
す
く

な
る
よ
う
に
と
命
名
し
た
も
の
で
す
。

■問
町
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
　
☎（
82
）０
８
４
８
　
有
線 

０
４
８
０

江
木
　
啓
子

多
賀
　
　
榮

妹
尾
　
貞
子

山
野
　
知
子

中
西
　
康
行

阿
部
　
幸
子

藤
田
　
治
代

守
屋
　
圭
子

渡
邉
　
芳
枝

老
人
福
祉
功
労
者
表
彰

　長
年
に
わ
た
り
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
と
し
て
、
老

人
福
祉
の
増
進
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

鈴木　　功 氏
（上高末）

岡
山
県
知
事
表
彰

社
会
福
祉
功
労
者
表
彰 

や
か
げ
点
訳
サ
ー
ク
ル

岡
山
県
保
健
福
祉
部
長
表
彰

備
中
県
民
局 

地
域
づ
く
り
推
進
賞

輝
け
！
江
良
元
気
会

当日有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％）
男 女 計

矢 掛
投票区

2,9231,5521,371
美 川 949494455
三 谷 1,634851783
山 田 1,619849770
川 面 1,707889818
中 川 1,473777696
小 田 1,462762700
計 11,7676,1745,593

男 女 計
1,361736625
443231212
752377375
714386328
740385355
714374340
745382363
5,4692,8712,598

男 女 計
46.5647.4245.59
46.6846.7646.59
46.0244.3047.89
44.1045.4742.60
43.3543.3143.40
48.4748.1348.85
50.9650.1351.86
46.4846.5046.45

立候補者名等 票　　数
伊原木隆太 氏 4,983
森 脇 久 紀 氏 451
無 　 効 　 票 35

計 5,469

矢掛町での得票数 伊
原
木
隆
太
氏
が
再
選

岡
山
県
知
事
選
挙
の
結
果
報
告

　
10
月
25
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
岡
山
県
知
事
選
挙
は
、
伊

原
木
隆
太
氏
が
再
選
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
の
開
票
状
況
は
次
表
の
と
お
り
で
、
投
票
率
は
46
・
48

％
（
県
全
体
で
は
33
・
６
％
）
で
し
た
。
前
回
（
平
成
28
年
）

の
投
票
率
44
・
５
％
と
比
較
す
る
と
、
１
・
98
ポ
イ
ン
ト
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

■問
町
選
挙
管
理
委
員
会
　
☎（
82
）１
１
１
９
　
有
線 

０
６
０
１

↑表彰式の様子→

　長
年
に
わ
た
り
地
方
教
育
行
政
の
充
実
と
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

嶋山　英二 教育長

文
部
科
学
大
臣
表
彰

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

特
別
功
労
者
表
彰 

日
　置
　彰
　雄
　氏

④

や
か
げ
手
話
サ
ー
ク
ル

岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

2令和２年11月号



　元
矢
掛
町
消
防
団
長
の
藤
永
哲
雄
氏
（
宇
内
）
が
こ
の

た
び
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　藤
永
氏
は
昭
和
46
年
か
ら
町
消
防
団
を
49
年
務
め
ら
れ

る
な
ど
、
消
防
活
動
へ
の
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

叙
位
叙
勲  

瑞
宝
双
光
章

藤
永 

哲
雄 

氏

末
永
三
喜
太
賞
特
別
表
彰

株
式
会
社
　
二
葉
観
光
運
輸

末
永
三
喜
太
賞

矢
掛
町
防
災
士
会

海
棠
ま
つ
り
実
行
委
員
会

椿
会

梅
ま
つ
り
奉
賛
会

山
陽
新
聞
社
　
矢
掛
支
局

８
０
２
０
達
成
者
表
彰

佐
藤
　
公
俊

松
田
　
　
曻

大
塚
　
昭
弘

菊
地
　
通
明

小
西
　
利
夫

柏
原
　
清
子

森
定
　
武
夫

溝
口
　
典
子

小
出
　
本
治

山
口
　
節
子

Information
まちからの

お知らせ

矢
掛
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
表
彰
式

　
10
月
31
日
、
町
活
性
化
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
を
表
彰
す
る
「
令
和

２
年
度
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
表
彰
式
」
を
矢
掛
町
役
場
で
行
い
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

栄
町
い
き
い
き
サ
ロ
ン
「
夢
」

中
原
な
か
よ
し
サ
ロ
ン

花
木
い
き
い
き
サ
ロ
ン

ほ
っ
と
コ
コ
ア

い
き
い
き
サ
ロ
ン
あ
す
な
ろ

ひ
ま
わ
り
会

や
か
げ
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

中
田
　
隆
文

池
永
　
一
広

吉
田
　
慶
嗣

加
味
　
宗
是

西
川
　
　
清

矢
掛
町
生
涯
学
習
の
つ
ど
い
表
彰
式

　
10
月
31
日
、「
令
和
２
年
度
矢
掛
町
生
涯
学
習
の
つ
ど
い
表
彰
式
」
を
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。
生
涯
学
習
の
一
層
の
振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
年
１
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

社
会
教
育
表
彰

加
藤
　
　
進

大
森
　
基
志

大
神
由
美
子

坂
本
利
江
子

三
宅
　
晴
久

川
面
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

妹
尾
美
智
恵

教
育
委
員
会
感
謝
状

土
田
　
正
雄

杉
山
　
千
明

岩
崎
　
正
至

渡
邊
　
卓
司

北
村
　
雅
臣

原
田
　
晋
作

山
縣
　
　
收

町
並
み
写
生

最
優
秀
賞

宮
崎
　
雄
飛
（
山
田
小
）

審
査
員
特
別
賞

新
谷
　
和
真
（
こ
ど
も
園
）

多
賀
　
史
織
（
中
川
小
）

優 

秀 

賞

宮
崎
　
真
尋
（
山
田
小
）

妹
尾
有
里
子
（
川
面
小
）

田
尻
　
弥
佑
（
矢
掛
小
）

明
る
い
家
庭
づ
く
り
作
文

最
優
秀
賞

平
野
咲
太
朗
（
矢
掛
小
）

賀
門
　
梨
花
（
矢
掛
中
）

優 

秀 

賞

東
田
　
　
楓
（
小
田
小
）

小
川
　
悠
真
（
矢
掛
小
）

妹
尾
　
璃
虹
（
山
田
小
）

武
井
梨
里
花
（
矢
掛
小
）

三
宅
さ
く
美
（
美
川
小
）

近
藤
　
愛
里
（
小
田
小
）

青
江
　
太
智
（
矢
掛
中
）

奥
野
　
璃
奈
（
矢
掛
中
）

妹
尾
　
桐
弥
（
矢
掛
中
）

本
多
　
紀
花
（
矢
掛
中
）

末
永
三
喜
太
賞
と
は
？

　
矢
掛
町
出
身
の
故
・
末
永
三
喜
太
氏
か
ら

生
前
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
財
産
で
基
金
を
創

設
し
て
い
ま
す
。「
矢
掛
町
の
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
や
地
域
振
興
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
い
う
末
永
氏
の
ご
遺
志
を
尊
重
し
、

文
化
、ス
ポ
ー
ツ
、
国
際
化
、
福
祉
の
向
上

お
よ
び
地
域
振
興
な
ど
の
活
動
を
実
践
し
て

い
る
個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

①、② 表彰式の様子
③、④ 文化センターロビーには、
　地区公民館での講座作品と
　町並み写生大会の作品が展
　示されました。

①

②

③

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　戸
籍
事
務
の
管
掌
者
と
し
て
、
戸
籍
制
度
の
充
実
と
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

山野　通彦 矢掛町長

法
務
大
臣
表
彰

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
愛
称
決
定「
ア
イ
サ
ポ
や
か
げ
」

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
４
月
に
「
矢
掛
町
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」
を
開
所
し
た
こ
と
に

よ
り
、
施
設
の
愛
称
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
２
８
７
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
多

数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、「
ア
イ
サ
ポ
や
か
げ
」
に
決
定
し

ま
し
た
。

●
考
　案
　者
　
池
永
一
広
氏
（
大
阪
府
高
槻
市
）

●
愛
称
の
意
味
　
愛
、
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
助
け
合
い 

＋ 

サ
ポ
ー
ト
（
＝
支
援
） 

か
ら
名
付

け
た
も
の
で
、
人
の
権
利
を
大
切
に
、
愛
と
出
会
い
、  

ふ
れ
あ
い
、
助
け
合

い
の
あ
る
、
個
人
の
尊
厳
と
権
利
を
擁
護
す
る
セ
ン
タ
ー
を
親
し
み
や
す
く

な
る
よ
う
に
と
命
名
し
た
も
の
で
す
。

■問
町
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
　
☎（
82
）０
８
４
８
　
有
線 

０
４
８
０

江
木
　
啓
子

多
賀
　
　
榮

妹
尾
　
貞
子

山
野
　
知
子

中
西
　
康
行

阿
部
　
幸
子

藤
田
　
治
代

守
屋
　
圭
子

渡
邉
　
芳
枝

老
人
福
祉
功
労
者
表
彰

　長
年
に
わ
た
り
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
と
し
て
、
老

人
福
祉
の
増
進
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

鈴木　　功 氏
（上高末）

岡
山
県
知
事
表
彰

社
会
福
祉
功
労
者
表
彰 

や
か
げ
点
訳
サ
ー
ク
ル

岡
山
県
保
健
福
祉
部
長
表
彰

備
中
県
民
局 

地
域
づ
く
り
推
進
賞

輝
け
！
江
良
元
気
会

当日有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％）
男 女 計

矢 掛
投票区

2,9231,5521,371
美 川 949494455
三 谷 1,634851783
山 田 1,619849770
川 面 1,707889818
中 川 1,473777696
小 田 1,462762700
計 11,7676,1745,593

男 女 計
1,361736625
443231212
752377375
714386328
740385355
714374340
745382363
5,4692,8712,598

男 女 計
46.5647.4245.59
46.6846.7646.59
46.0244.3047.89
44.1045.4742.60
43.3543.3143.40
48.4748.1348.85
50.9650.1351.86
46.4846.5046.45

立候補者名等 票　　数
伊原木隆太 氏 4,983
森 脇 久 紀 氏 451
無 　 効 　 票 35

計 5,469

矢掛町での得票数 伊
原
木
隆
太
氏
が
再
選

岡
山
県
知
事
選
挙
の
結
果
報
告

　
10
月
25
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
岡
山
県
知
事
選
挙
は
、
伊

原
木
隆
太
氏
が
再
選
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
の
開
票
状
況
は
次
表
の
と
お
り
で
、
投
票
率
は
46
・
48

％
（
県
全
体
で
は
33
・
６
％
）
で
し
た
。
前
回
（
平
成
28
年
）

の
投
票
率
44
・
５
％
と
比
較
す
る
と
、
１
・
98
ポ
イ
ン
ト
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

■問
町
選
挙
管
理
委
員
会
　
☎（
82
）１
１
１
９
　
有
線 

０
６
０
１

↑表彰式の様子→

　長
年
に
わ
た
り
地
方
教
育
行
政
の
充
実
と
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

嶋山　英二 教育長

文
部
科
学
大
臣
表
彰

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

特
別
功
労
者
表
彰 

日
　置
　彰
　雄
　氏

④

や
か
げ
手
話
サ
ー
ク
ル

岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

3 令和２年11月号

　元
矢
掛
町
消
防
団
長
の
藤
永
哲
雄
氏
（
宇
内
）
が
こ
の

た
び
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　藤
永
氏
は
昭
和
46
年
か
ら
町
消
防
団
を
49
年
務
め
ら
れ

る
な
ど
、
消
防
活
動
へ
の
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

叙
位
叙
勲  

瑞
宝
双
光
章

藤
永 

哲
雄 

氏

末
永
三
喜
太
賞
特
別
表
彰

株
式
会
社
　
二
葉
観
光
運
輸

末
永
三
喜
太
賞

矢
掛
町
防
災
士
会

海
棠
ま
つ
り
実
行
委
員
会

椿
会

梅
ま
つ
り
奉
賛
会

山
陽
新
聞
社
　
矢
掛
支
局

８
０
２
０
達
成
者
表
彰

佐
藤
　
公
俊

松
田
　
　
曻

大
塚
　
昭
弘

菊
地
　
通
明

小
西
　
利
夫

柏
原
　
清
子

森
定
　
武
夫

溝
口
　
典
子

小
出
　
本
治

山
口
　
節
子

Information
まちからの

お知らせ

矢
掛
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
表
彰
式

　
10
月
31
日
、
町
活
性
化
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
を
表
彰
す
る
「
令
和

２
年
度
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
表
彰
式
」
を
矢
掛
町
役
場
で
行
い
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

栄
町
い
き
い
き
サ
ロ
ン
「
夢
」

中
原
な
か
よ
し
サ
ロ
ン

花
木
い
き
い
き
サ
ロ
ン

ほ
っ
と
コ
コ
ア

い
き
い
き
サ
ロ
ン
あ
す
な
ろ

ひ
ま
わ
り
会

や
か
げ
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

中
田
　
隆
文

池
永
　
一
広

吉
田
　
慶
嗣

加
味
　
宗
是

西
川
　
　
清

矢
掛
町
生
涯
学
習
の
つ
ど
い
表
彰
式

　
10
月
31
日
、「
令
和
２
年
度
矢
掛
町
生
涯
学
習
の
つ
ど
い
表
彰
式
」
を
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。
生
涯
学
習
の
一
層
の
振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
年
１
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

社
会
教
育
表
彰

加
藤
　
　
進

大
森
　
基
志

大
神
由
美
子

坂
本
利
江
子

三
宅
　
晴
久

川
面
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

妹
尾
美
智
恵

教
育
委
員
会
感
謝
状

土
田
　
正
雄

杉
山
　
千
明

岩
崎
　
正
至

渡
邊
　
卓
司

北
村
　
雅
臣

原
田
　
晋
作

山
縣
　
　
收

町
並
み
写
生

最
優
秀
賞

宮
崎
　
雄
飛
（
山
田
小
）

審
査
員
特
別
賞

新
谷
　
和
真
（
こ
ど
も
園
）

多
賀
　
史
織
（
中
川
小
）

優 

秀 

賞

宮
崎
　
真
尋
（
山
田
小
）

妹
尾
有
里
子
（
川
面
小
）

田
尻
　
弥
佑
（
矢
掛
小
）

明
る
い
家
庭
づ
く
り
作
文

最
優
秀
賞

平
野
咲
太
朗
（
矢
掛
小
）

賀
門
　
梨
花
（
矢
掛
中
）

優 

秀 

賞

東
田
　
　
楓
（
小
田
小
）

小
川
　
悠
真
（
矢
掛
小
）

妹
尾
　
璃
虹
（
山
田
小
）

武
井
梨
里
花
（
矢
掛
小
）

三
宅
さ
く
美
（
美
川
小
）

近
藤
　
愛
里
（
小
田
小
）

青
江
　
太
智
（
矢
掛
中
）

奥
野
　
璃
奈
（
矢
掛
中
）

妹
尾
　
桐
弥
（
矢
掛
中
）

本
多
　
紀
花
（
矢
掛
中
）

末
永
三
喜
太
賞
と
は
？

　
矢
掛
町
出
身
の
故
・
末
永
三
喜
太
氏
か
ら

生
前
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
財
産
で
基
金
を
創

設
し
て
い
ま
す
。「
矢
掛
町
の
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
や
地
域
振
興
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
い
う
末
永
氏
の
ご
遺
志
を
尊
重
し
、

文
化
、ス
ポ
ー
ツ
、
国
際
化
、
福
祉
の
向
上

お
よ
び
地
域
振
興
な
ど
の
活
動
を
実
践
し
て

い
る
個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

①、② 表彰式の様子
③、④ 文化センターロビーには、
　地区公民館での講座作品と
　町並み写生大会の作品が展
　示されました。

①

②

③

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　戸
籍
事
務
の
管
掌
者
と
し
て
、
戸
籍
制
度
の
充
実
と
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

山野　通彦 矢掛町長

法
務
大
臣
表
彰

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
愛
称
決
定「
ア
イ
サ
ポ
や
か
げ
」

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
４
月
に
「
矢
掛
町
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」
を
開
所
し
た
こ
と
に

よ
り
、
施
設
の
愛
称
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
２
８
７
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
多

数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、「
ア
イ
サ
ポ
や
か
げ
」
に
決
定
し

ま
し
た
。

●
考
　案
　者
　
池
永
一
広
氏
（
大
阪
府
高
槻
市
）

●
愛
称
の
意
味
　
愛
、
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
助
け
合
い 

＋ 

サ
ポ
ー
ト
（
＝
支
援
） 

か
ら
名
付

け
た
も
の
で
、
人
の
権
利
を
大
切
に
、
愛
と
出
会
い
、  

ふ
れ
あ
い
、
助
け
合

い
の
あ
る
、
個
人
の
尊
厳
と
権
利
を
擁
護
す
る
セ
ン
タ
ー
を
親
し
み
や
す
く

な
る
よ
う
に
と
命
名
し
た
も
の
で
す
。

■問
町
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
　
☎（
82
）０
８
４
８
　
有
線 

０
４
８
０

江
木
　
啓
子

多
賀
　
　
榮

妹
尾
　
貞
子

山
野
　
知
子

中
西
　
康
行

阿
部
　
幸
子

藤
田
　
治
代

守
屋
　
圭
子

渡
邉
　
芳
枝

老
人
福
祉
功
労
者
表
彰

　長
年
に
わ
た
り
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
と
し
て
、
老

人
福
祉
の
増
進
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

鈴木　　功 氏
（上高末）

岡
山
県
知
事
表
彰

社
会
福
祉
功
労
者
表
彰 

や
か
げ
点
訳
サ
ー
ク
ル

岡
山
県
保
健
福
祉
部
長
表
彰

備
中
県
民
局 

地
域
づ
く
り
推
進
賞

輝
け
！
江
良
元
気
会

当日有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％）
男 女 計

矢 掛
投票区

2,9231,5521,371
美 川 949494455
三 谷 1,634851783
山 田 1,619849770
川 面 1,707889818
中 川 1,473777696
小 田 1,462762700
計 11,7676,1745,593

男 女 計
1,361736625
443231212
752377375
714386328
740385355
714374340
745382363
5,4692,8712,598

男 女 計
46.5647.4245.59
46.6846.7646.59
46.0244.3047.89
44.1045.4742.60
43.3543.3143.40
48.4748.1348.85
50.9650.1351.86
46.4846.5046.45

立候補者名等 票　　数
伊原木隆太 氏 4,983
森 脇 久 紀 氏 451
無 　 効 　 票 35

計 5,469

矢掛町での得票数 伊
原
木
隆
太
氏
が
再
選

岡
山
県
知
事
選
挙
の
結
果
報
告

　
10
月
25
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
岡
山
県
知
事
選
挙
は
、
伊

原
木
隆
太
氏
が
再
選
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
の
開
票
状
況
は
次
表
の
と
お
り
で
、
投
票
率
は
46
・
48

％
（
県
全
体
で
は
33
・
６
％
）
で
し
た
。
前
回
（
平
成
28
年
）

の
投
票
率
44
・
５
％
と
比
較
す
る
と
、
１
・
98
ポ
イ
ン
ト
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

■問
町
選
挙
管
理
委
員
会
　
☎（
82
）１
１
１
９
　
有
線 

０
６
０
１

↑表彰式の様子→

　長
年
に
わ
た
り
地
方
教
育
行
政
の
充
実
と
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

嶋山　英二 教育長

文
部
科
学
大
臣
表
彰

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

特
別
功
労
者
表
彰 

日
　置
　彰
　雄
　氏

④

や
か
げ
手
話
サ
ー
ク
ル

岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状



固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
制
度
は
今
後
徐
々
に
運
用
開
始
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
に
は
別
途

説
明
会
等
を
行
う
予
定
で
す
。

重伝建選定までのあゆみ

昭和44年　　　　�本陣・脇本陣の主要建物が国重要文化財の指
定を受ける

昭和51年　　　　第１回矢掛の宿場まつり大名行列開催
昭和61年　　　　�町教委が重伝建選定を目指し、保存対策調査
� （～平成元年）
平成２年　　　　本陣の一般公開開始
平成５年　　　　岡山県町並み保存地区指定
　　　　　　　　第１次街並み景観整備事業（～平成９年）
平成14年　　　　第２次街並み景観整備事業（～平成19年）
平成26年　　　　やかげ町家交流館オープン
平成27年　　　　矢掛屋オープン
平成29年　　　　�町教委が重伝建選定を目指し、住民対象の説

明会を開始
平成31年３月　町伝統的建造物群保存地区保存条例制定
令和２年６月　保存地区決定（都市計画法による）
令和２年10月　重伝建選定の文化審議会答申

今後、官報告示を経て正式決定となります。

矢掛町矢掛宿伝統的建造物群保存地区
【所 在 地】岡山県小田郡矢掛町矢掛一部および小林の一部
【面　　積】約11・５ヘクタール
【条例制定】平成31年３月25日
【地区決定】令和２年６月29日
【選定基準】伝統的建造物群および地割がよく旧態を保持しているもの

矢掛町矢掛宿伝統的建造物群保存地区
【所 在 地】岡山県小田郡矢掛町矢掛一部および小林の一部
【面　　積】約11・５ヘクタール
【条例制定】平成31年３月25日
【地区決定】令和２年６月29日
【選定基準】伝統的建造物群および地割がよく旧態を保持しているもの

歴史から未来を創る〜重伝建のまち　矢掛宿へ

矢掛町矢掛宿
重要伝統的建造物群
保存地区選定について答申

矢掛町矢掛宿
重要伝統的建造物群
保存地区選定について答申

矢掛町矢掛宿
重要伝統的建造物群
保存地区選定について答申

■問町教育委員会教育課生涯学習係　☎（82）2100　有線0780

　
令
和
２
年
10
月
16
日
、
国
の
文
化
審
議
会
に
お
い
て
文
部
科
学
大

臣
に
答
申
さ
れ
、「
矢
掛
町
矢
掛
宿
」
が
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
（
以
下
重
伝
建
）
に
選
定
さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
官
報
告
示
を
経
て
正
式
決
定
と
な
り
ま
す
。

　
矢
掛
町
矢
掛
宿
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
設
置
さ
れ
た
山
陽
道
の
宿

場
町
で
、
直
線
的
な
街
道
に
沿
っ
て
、
江
戸
時
代
後
期
ま
で
に
形
成

さ
れ
た
地
割
の
姿
を
現
在
に
至
る
ま
で
良
く
と
ど
め
て
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
並
み
の
特
徴
と
し
て
、
妻
入
と
平
入
の
町
家
が
混
在
し
て
多
様

な
屋
並
み
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
旧
矢
掛
本
陣
石
井
家
住
宅
と
旧
矢
掛
脇
本
陣
髙
草
家
住
宅
を

は
じ
め
、
漆
喰
塗
込
の
重
厚
な
町
家
な
ど
、
江
戸
時
代
か
ら
近
代
に

建
て
ら
れ
た
伝
統
的
建
造
物
群
が
良
く
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
、
総
体
と
し
て
山
陽
道
の
宿
場
町
の
歴
史
的
風
致
を
よ
く
伝
え
て

い
ま
す
。

◦
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
は
？

　
伝
統
的
建
造
物
群
お
よ
び
周
囲
の
環
境
が
一
体
を
な
し
て
形
成
し

て
い
る
歴
史
的
風
致
を
維
持
す
る
た
め
、
伝
統
的
建
造
物
群
の
主
と

し
て
外
観
上
認
め
ら
れ
る
そ
の
位
置
、
形
態
、
意
匠
等
の
特
性
に
つ

い
て
、
そ
の
周
囲
の
環
境
と
合
わ
せ
て
保
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
50
年
の
文
化
財
保
護
法
改
正
時
に
創
設
さ
れ
た
制
度
。

◦
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
は
？

　
市
町
村
が
条
例
な
ど
に
よ
り
決
定
し
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
の
う
ち
、
文
化
財
保
護
法
第
１
４
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
に

価
値
が
高
い
も
の
と
し
て
国
が
選
定
し
た
も
の
を
指
す
。

　
今
回
の
選
定
に
よ
り
、
全
国
１
０
１
市
町
村
で
１
２
３
地
区
、
約

３
，
９
８
８
件
の
伝
統
的
建
造
物
お
よ
び
環
境
物
件
が
登
録
。

【
例
】
倉
敷
市
倉
敷
川
畔
（
美
観
地
区
周
辺
）、
津
山
市
城
東
地
区
、

高
梁
市
吹
屋
地
区
（
吹
屋
ふ
る
さ
と
村
）

◦
制
度
運
用
に
つ
い
て

　
保
存
地
区
内
に
土
地
や
家
屋
を
お
持
ち
の
人
に
は
規
制
が
か
か
り

ま
す
が
、
家
屋
の
修
理
・
修
景
に
補
助
制
度
を
利
用
で
き
る
ほ
か
、

4令和２年11月号



固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
制
度
は
今
後
徐
々
に
運
用
開
始
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
に
は
別
途

説
明
会
等
を
行
う
予
定
で
す
。

重伝建選定までのあゆみ

昭和44年　　　　�本陣・脇本陣の主要建物が国重要文化財の指
定を受ける

昭和51年　　　　第１回矢掛の宿場まつり大名行列開催
昭和61年　　　　�町教委が重伝建選定を目指し、保存対策調査
� （～平成元年）
平成２年　　　　本陣の一般公開開始
平成５年　　　　岡山県町並み保存地区指定
　　　　　　　　第１次街並み景観整備事業（～平成９年）
平成14年　　　　第２次街並み景観整備事業（～平成19年）
平成26年　　　　やかげ町家交流館オープン
平成27年　　　　矢掛屋オープン
平成29年　　　　�町教委が重伝建選定を目指し、住民対象の説

明会を開始
平成31年３月　町伝統的建造物群保存地区保存条例制定
令和２年６月　保存地区決定（都市計画法による）
令和２年10月　重伝建選定の文化審議会答申

今後、官報告示を経て正式決定となります。

矢掛町矢掛宿伝統的建造物群保存地区
【所 在 地】岡山県小田郡矢掛町矢掛一部および小林の一部
【面　　積】約11・５ヘクタール
【条例制定】平成31年３月25日
【地区決定】令和２年６月29日
【選定基準】伝統的建造物群および地割がよく旧態を保持しているもの

矢掛町矢掛宿伝統的建造物群保存地区
【所 在 地】岡山県小田郡矢掛町矢掛一部および小林の一部
【面　　積】約11・５ヘクタール
【条例制定】平成31年３月25日
【地区決定】令和２年６月29日
【選定基準】伝統的建造物群および地割がよく旧態を保持しているもの

5 令和２年11月号

歴史から未来を創る〜重伝建のまち　矢掛宿へ

矢掛町矢掛宿
重要伝統的建造物群
保存地区選定について答申

矢掛町矢掛宿
重要伝統的建造物群
保存地区選定について答申

矢掛町矢掛宿
重要伝統的建造物群
保存地区選定について答申

■問町教育委員会教育課生涯学習係　☎（82）2100　有線0780

　
令
和
２
年
10
月
16
日
、
国
の
文
化
審
議
会
に
お
い
て
文
部
科
学
大

臣
に
答
申
さ
れ
、「
矢
掛
町
矢
掛
宿
」
が
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
（
以
下
重
伝
建
）
に
選
定
さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
官
報
告
示
を
経
て
正
式
決
定
と
な
り
ま
す
。

　
矢
掛
町
矢
掛
宿
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
設
置
さ
れ
た
山
陽
道
の
宿

場
町
で
、
直
線
的
な
街
道
に
沿
っ
て
、
江
戸
時
代
後
期
ま
で
に
形
成

さ
れ
た
地
割
の
姿
を
現
在
に
至
る
ま
で
良
く
と
ど
め
て
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
並
み
の
特
徴
と
し
て
、
妻
入
と
平
入
の
町
家
が
混
在
し
て
多
様

な
屋
並
み
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
旧
矢
掛
本
陣
石
井
家
住
宅
と
旧
矢
掛
脇
本
陣
髙
草
家
住
宅
を

は
じ
め
、
漆
喰
塗
込
の
重
厚
な
町
家
な
ど
、
江
戸
時
代
か
ら
近
代
に

建
て
ら
れ
た
伝
統
的
建
造
物
群
が
良
く
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
、
総
体
と
し
て
山
陽
道
の
宿
場
町
の
歴
史
的
風
致
を
よ
く
伝
え
て

い
ま
す
。

◦
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
は
？

　
伝
統
的
建
造
物
群
お
よ
び
周
囲
の
環
境
が
一
体
を
な
し
て
形
成
し

て
い
る
歴
史
的
風
致
を
維
持
す
る
た
め
、
伝
統
的
建
造
物
群
の
主
と

し
て
外
観
上
認
め
ら
れ
る
そ
の
位
置
、
形
態
、
意
匠
等
の
特
性
に
つ

い
て
、
そ
の
周
囲
の
環
境
と
合
わ
せ
て
保
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
50
年
の
文
化
財
保
護
法
改
正
時
に
創
設
さ
れ
た
制
度
。

◦
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
は
？

　
市
町
村
が
条
例
な
ど
に
よ
り
決
定
し
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
の
う
ち
、
文
化
財
保
護
法
第
１
４
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
に

価
値
が
高
い
も
の
と
し
て
国
が
選
定
し
た
も
の
を
指
す
。

　
今
回
の
選
定
に
よ
り
、
全
国
１
０
１
市
町
村
で
１
２
３
地
区
、
約

３
，
９
８
８
件
の
伝
統
的
建
造
物
お
よ
び
環
境
物
件
が
登
録
。

【
例
】
倉
敷
市
倉
敷
川
畔
（
美
観
地
区
周
辺
）、
津
山
市
城
東
地
区
、

高
梁
市
吹
屋
地
区
（
吹
屋
ふ
る
さ
と
村
）

◦
制
度
運
用
に
つ
い
て

　
保
存
地
区
内
に
土
地
や
家
屋
を
お
持
ち
の
人
に
は
規
制
が
か
か
り

ま
す
が
、
家
屋
の
修
理
・
修
景
に
補
助
制
度
を
利
用
で
き
る
ほ
か
、
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ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
の
遊
具
破
損

公
共
施
設
を
壊
さ
な
い
で
！

　
10
月
13
日
、
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
や
か
げ
児
童
遊
園
の
滑
り
台
の
一
部
が
故

意
に
破
損
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
怪
我
に
つ
な
が
る
悪
質
な
破
損
行
為
で

あ
り
、
被
害
を
警
察
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
遊
園
は
子
ど
も
を
は
じ
め
、
広
く
地
域
活
動
等
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
公
共
の
施
設
で
す
。
こ
の
よ
う
な
行
為
が
再
び
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

不
審
な
人
物
を
見
か
け
た
と
き
は
、警
察（
１
１
０
番
）へ
通
報
す
る
な
ど
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
原
美
術
館×

井
原
鉄
道「
ア
ー
ト
列
車
」を
走
ら
せ
よ
う
！

　
井
原
鉄
道
の
車
両
を
大
原
美
術
館
所
蔵
の
世
界
的
な
芸
術
作
品
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
「
ア
ー
ト
列
車
」

の
実
現
に
向
け
、「
大
原
美
術
館×

井
原
鉄
道
」
文
化
芸
術
振
興
実
行
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
当
初
目
標
額
２
５
０
万
円
を
達
成
し
、
次
の
目
標
額
７

０
０
万
円
を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
受
付
期
間
　
12
月
18
日
㈮
ま
で

　
　
詳
し
く
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
拡
大
】
　井
原
線
利
用
促
進
活
動
補
助

　
こ
れ
ま
で
10
人
以
上
の
団
体
で
井
原
線
を
有
料
で
利
用
し
た
場
合
に
乗
車
料
金
の
一
部
を
補
助

す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
限
り
、
５
人
以
上
の
団
体
の
場

合
も
補
助
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　
補
助
対
象
経
費
は
井
原
線
（
総
社
駅
〜
神
辺
駅
間
）
の
乗
車
料
金
の
半
額
で
、
５
人
以
上
９
人

以
下
の
団
体
は
３
千
円
、
10
人
以
上
19
人
以
下
の
団
体
は
、
５
千
円
、
20
人
以
上
の
団
体
は
１
万

円
が
上
限
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
井
原
線
振
興
対
策
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
企
画
財
政
課
企
画
係
　
☎（
82
）１
０
５
７
　
有
線 

０
５
２
１

引き続き感染者ゼロの為に  冬も感染症対策を！
　緊急事態宣言を解除後、半年が経過しようとしています。しかしながら、新型コロナウイルス感染症の収
束はまだ先のようです。岡山県は 10 月 29 日、31 人の感染者が出たことを発表し、一日の感染確認として
は過去最多となりました。この冬も矢掛町から感染者を出さないために、引き続き感染症対策の実践をお願
いします。

●感染のリスクが高まる「５つの場面」

場面①　飲酒を伴う懇親会等
場面②　大人数や長時間におよぶ飲食
場面③　マスクなしでの会話
場面④　狭い空間での共同生活
場面⑤　居場所の切り替わり

●岡山県知事から県民の皆さんへの４つのお願い（10月27日）
１．飲食を楽しむ際には、なるべく普段一緒にいる人と、少人数・短時間で、感染リスクを下げながら楽
しむ工夫をしてください。

２．発熱などの症状が出たときは、職場や学校を休んでください。
３．重症化リスクの高い高齢者が感染しないように、高齢者自身だけでなく、周りの人が十分配慮してく
ださい。

４．コロナ差別や誹謗中傷を絶対にしないでください。

●これからも引き続き守ってほしいこと

•基本はマスク着用や３密回避
•室内では換気を良くする
•集まりは、少人数・短時間にする
•大声を出さず会話はできるだけ静かにする
•共用施設の清掃・消毒および手指消毒・アルコール
消毒を徹底する

随
時
募
集
　
　会
計
年
度
任
用
職
員

【
保
育
士
】　
１
人

●
資
格
要
件
　保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
い
ず
れ
か

●
勤 

務 

先
　認
定
こ
ど
も
園
、
三
谷
保
育
園
、
中
川
保
育
園
、
小
田
保
育
園
の
い
ず
れ
か

【
調
理
員
】　
１
人

●
資
格
要
件
　不
問
　
　●
勤 

務 

先
　矢
掛
町
国
民
健
康
保
険
病
院

【
病
院
事
務
員（
ド
ク
タ
ー
ズ
ク
ラ
ー
ク
）】　
１
人

●
資
格
要
件
　不
問
　
　●
勤 

務 

先
　矢
掛
町
国
民
健
康
保
険
病
院

■問
総
務
防
災
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線 

０
５
２
２

矢
掛
町
職
員
を
募
集

↑転落防止の枠を故意に曲げて、利
用者の進路侵害をしている状況です。
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■問（一財）矢掛町観光交流推進機構【やかげＤＭＯ】 矢掛 2552番地２（旧矢掛商業高校跡）
　☎（83）0001　FAX（83）0025　メール　yakage-kanko@yakage-dmo.or.jp

地域の魅力再発見！！マイクロツーリズムに参加してみませんか。地域の魅力再発見！！マイクロツーリズムに参加してみませんか。
　やかげDMOではコロナ禍において遠方へお出かけしにくい現状を踏まえ、地域の魅力を再発見し
ていただく魅力あるツアーコースをご提案します。
　詳細および最新情報はやかげDMOのホームページ（https://japan-yakage.jp/）をご覧ください。
●マイクロツーリズムによる地域の魅力再発見事業概要
　実施期間：2020年 9月18日㈮～2021年 2月28日㈰
　※当事業の予算額に達した場合、期間内であっても予告なく終了することがあります。
　参加対象者：町内在住の方（参加申込枠　2～ 9名のグループ）
　参加負担金：【一泊二日】大人（中学生以上）：5,000円　小人（3歳～小学生）：2,000円
　　　　　　　【日 帰 り】大人（中学生以上）：2,000円　小人（3歳～小学生）：1,000円
　申　込　先：二葉観光ツーリスト：090-4898-0002（当事業の旅行受付・実施受託者）
　※申し込みは祝日を除く　月～金曜日　午前10時～午後5時　※ツアー実施希望日の2週間前までに申し込みください。
　※申込時に希望コース名、希望日程（2つ）、代表者氏名、住所、連絡先、人数が必要となります。
■新規追加コース
○芸術と食の満喫コース（～12月20日）※日帰りコース
て

　※宿泊を伴わないため、「矢掛町まちなか周遊応援事業」の地域共通クーポンは交付されません。
○新春満喫コース（1月～2月）

やかげＤＭＯ通信やかげＤＭＯ通信

※施設の休館日等により申し込みを受けられない日があります。　※全てのコースに添乗員はつきません。
※体験等は時期によって行程の一部を変更することがあります。

14：00町家交流館　集合→町並み散策（ガイド付）→宿チェックイン（夕食）1日目
9：00宿出発→大通寺（拝観・座禅）→はなしの里（餅つき体験・お土産付）→はなしの里（昼食）→
14：00町家交流館　解散2日目

9：00町家交流館　集合→運動公園（芝滑り付）→水車の里（昼食：てぶらでBBQ）
→美術館（こびとづかんの世界展入館付）・自由散策→15：00ツアー終了日帰り

ふれあい会館だより� ■問 ふれあい会館　☎（83）0119　有線 5350

　毎日、新型コロナウイルス感染症の情報と接していると、どんど
ん気持ちが不安になってきます。誰も感染したくないし、感染させ
たくない。大事な人や生活を失いたくない。でも、同時に不安な気
持ちが強くなりすぎて、感染した人やその周りの人を遠ざけたり、
攻撃したり、デマを拡散させたり、このような人権侵害はあっては
なりません。
　怖くないのに怖いとする。悪くないのに悪いとするのは差別です。
一番怖いのは、自分の中にある差別する心なのかもしれません。

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

誰もが感染する
可能性があります

戦う相手はウイルスです！

©岡山県「ももっち」

矢掛町児童生徒人権啓発
ポスター作品展のお知らせ

　　　　　◦と　き　12月4日㈮〜10日㈭
　　　　　◦ところ　やかげ文化センター
　　　　　　　　　　エントランスホール

12月４～10日は人権週間です
　～ＳＴＯＰ！　コロナ差別～
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ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
の
遊
具
破
損

公
共
施
設
を
壊
さ
な
い
で
！

　
10
月
13
日
、
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
や
か
げ
児
童
遊
園
の
滑
り
台
の
一
部
が
故

意
に
破
損
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
怪
我
に
つ
な
が
る
悪
質
な
破
損
行
為
で

あ
り
、
被
害
を
警
察
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
遊
園
は
子
ど
も
を
は
じ
め
、
広
く
地
域
活
動
等
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
公
共
の
施
設
で
す
。
こ
の
よ
う
な
行
為
が
再
び
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

不
審
な
人
物
を
見
か
け
た
と
き
は
、警
察（
１
１
０
番
）へ
通
報
す
る
な
ど
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
原
美
術
館×

井
原
鉄
道「
ア
ー
ト
列
車
」を
走
ら
せ
よ
う
！

　
井
原
鉄
道
の
車
両
を
大
原
美
術
館
所
蔵
の
世
界
的
な
芸
術
作
品
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
「
ア
ー
ト
列
車
」

の
実
現
に
向
け
、「
大
原
美
術
館×

井
原
鉄
道
」
文
化
芸
術
振
興
実
行
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
当
初
目
標
額
２
５
０
万
円
を
達
成
し
、
次
の
目
標
額
７

０
０
万
円
を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
受
付
期
間
　
12
月
18
日
㈮
ま
で

　
　
詳
し
く
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
拡
大
】
　井
原
線
利
用
促
進
活
動
補
助

　
こ
れ
ま
で
10
人
以
上
の
団
体
で
井
原
線
を
有
料
で
利
用
し
た
場
合
に
乗
車
料
金
の
一
部
を
補
助

す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
限
り
、
５
人
以
上
の
団
体
の
場

合
も
補
助
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　
補
助
対
象
経
費
は
井
原
線
（
総
社
駅
〜
神
辺
駅
間
）
の
乗
車
料
金
の
半
額
で
、
５
人
以
上
９
人

以
下
の
団
体
は
３
千
円
、
10
人
以
上
19
人
以
下
の
団
体
は
、
５
千
円
、
20
人
以
上
の
団
体
は
１
万

円
が
上
限
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
井
原
線
振
興
対
策
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
企
画
財
政
課
企
画
係
　
☎（
82
）１
０
５
７
　
有
線 

０
５
２
１

引き続き感染者ゼロの為に  冬も感染症対策を！
　緊急事態宣言を解除後、半年が経過しようとしています。しかしながら、新型コロナウイルス感染症の収
束はまだ先のようです。岡山県は 10 月 29 日、31 人の感染者が出たことを発表し、一日の感染確認として
は過去最多となりました。この冬も矢掛町から感染者を出さないために、引き続き感染症対策の実践をお願
いします。

●感染のリスクが高まる「５つの場面」

場面①　飲酒を伴う懇親会等
場面②　大人数や長時間におよぶ飲食
場面③　マスクなしでの会話
場面④　狭い空間での共同生活
場面⑤　居場所の切り替わり

●岡山県知事から県民の皆さんへの４つのお願い（10月27日）
１．飲食を楽しむ際には、なるべく普段一緒にいる人と、少人数・短時間で、感染リスクを下げながら楽
しむ工夫をしてください。

２．発熱などの症状が出たときは、職場や学校を休んでください。
３．重症化リスクの高い高齢者が感染しないように、高齢者自身だけでなく、周りの人が十分配慮してく
ださい。

４．コロナ差別や誹謗中傷を絶対にしないでください。

●これからも引き続き守ってほしいこと

•基本はマスク着用や３密回避
•室内では換気を良くする
•集まりは、少人数・短時間にする
•大声を出さず会話はできるだけ静かにする
•共用施設の清掃・消毒および手指消毒・アルコール
消毒を徹底する

随
時
募
集
　
　会
計
年
度
任
用
職
員

【
保
育
士
】　
１
人

●
資
格
要
件
　保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
い
ず
れ
か

●
勤 

務 

先
　認
定
こ
ど
も
園
、
三
谷
保
育
園
、
中
川
保
育
園
、
小
田
保
育
園
の
い
ず
れ
か

【
調
理
員
】　
１
人

●
資
格
要
件
　不
問
　
　●
勤 

務 

先
　矢
掛
町
国
民
健
康
保
険
病
院

【
病
院
事
務
員（
ド
ク
タ
ー
ズ
ク
ラ
ー
ク
）】　
１
人

●
資
格
要
件
　不
問
　
　●
勤 

務 

先
　矢
掛
町
国
民
健
康
保
険
病
院

■問
総
務
防
災
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線 

０
５
２
２

矢
掛
町
職
員
を
募
集

↑転落防止の枠を故意に曲げて、利
用者の進路侵害をしている状況です。
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■問（一財）矢掛町観光交流推進機構【やかげＤＭＯ】 矢掛 2552番地２（旧矢掛商業高校跡）
　☎（83）0001　FAX（83）0025　メール　yakage-kanko@yakage-dmo.or.jp

地域の魅力再発見！！マイクロツーリズムに参加してみませんか。地域の魅力再発見！！マイクロツーリズムに参加してみませんか。
　やかげDMOではコロナ禍において遠方へお出かけしにくい現状を踏まえ、地域の魅力を再発見し
ていただく魅力あるツアーコースをご提案します。
　詳細および最新情報はやかげDMOのホームページ（https://japan-yakage.jp/）をご覧ください。
●マイクロツーリズムによる地域の魅力再発見事業概要
　実施期間：2020年 9月18日㈮～2021年 2月28日㈰
　※当事業の予算額に達した場合、期間内であっても予告なく終了することがあります。
　参加対象者：町内在住の方（参加申込枠　2～ 9名のグループ）
　参加負担金：【一泊二日】大人（中学生以上）：5,000円　小人（3歳～小学生）：2,000円
　　　　　　　【日 帰 り】大人（中学生以上）：2,000円　小人（3歳～小学生）：1,000円
　申　込　先：二葉観光ツーリスト：090-4898-0002（当事業の旅行受付・実施受託者）
　※申し込みは祝日を除く　月～金曜日　午前10時～午後5時　※ツアー実施希望日の2週間前までに申し込みください。
　※申込時に希望コース名、希望日程（2つ）、代表者氏名、住所、連絡先、人数が必要となります。
■新規追加コース
○芸術と食の満喫コース（～12月20日）※日帰りコース
て

　※宿泊を伴わないため、「矢掛町まちなか周遊応援事業」の地域共通クーポンは交付されません。
○新春満喫コース（1月～2月）

やかげＤＭＯ通信やかげＤＭＯ通信

※施設の休館日等により申し込みを受けられない日があります。　※全てのコースに添乗員はつきません。
※体験等は時期によって行程の一部を変更することがあります。

14：00町家交流館　集合→町並み散策（ガイド付）→宿チェックイン（夕食）1日目
9：00宿出発→大通寺（拝観・座禅）→はなしの里（餅つき体験・お土産付）→はなしの里（昼食）→
14：00町家交流館　解散2日目

9：00町家交流館　集合→運動公園（芝滑り付）→水車の里（昼食：てぶらでBBQ）
→美術館（こびとづかんの世界展入館付）・自由散策→15：00ツアー終了日帰り

ふれあい会館だより� ■問 ふれあい会館　☎（83）0119　有線 5350

　毎日、新型コロナウイルス感染症の情報と接していると、どんど
ん気持ちが不安になってきます。誰も感染したくないし、感染させ
たくない。大事な人や生活を失いたくない。でも、同時に不安な気
持ちが強くなりすぎて、感染した人やその周りの人を遠ざけたり、
攻撃したり、デマを拡散させたり、このような人権侵害はあっては
なりません。
　怖くないのに怖いとする。悪くないのに悪いとするのは差別です。
一番怖いのは、自分の中にある差別する心なのかもしれません。

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

誰もが感染する
可能性があります

戦う相手はウイルスです！

©岡山県「ももっち」

矢掛町児童生徒人権啓発
ポスター作品展のお知らせ

　　　　　◦と　き　12月4日㈮〜10日㈭
　　　　　◦ところ　やかげ文化センター
　　　　　　　　　　エントランスホール

12月４～10日は人権週間です
　～ＳＴＯＰ！　コロナ差別～

7 令和２年11月号
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『子どものかがやく姿　一緒に見つけよう』

　こんにちは、子育て支援センターの原田と申します。
　子育て支援センターには、日々「じっとできない」、「人の話を聞かない」、「わがま
まで、気に入らないと何もしなくなる」など、さまざまな悩みが寄せられています。
しかし、しばらく一緒に過ごしていると、“できない”、“しない”、“わがまま”と言
われている子どもでも
•絵を描くことが好きで、何も見なくても次から次へ描くことができる
•好きな物の名前をすぐに覚えることができる
•パズルをあっという間に完成させることができる

など、きらりと光るものが見えてきます。その素敵な一面をお父さんやお母さんと一緒に発見したときは、
こんなに成長したんだ！と嬉しい驚きを感じることができます。でも、いつも身近にいるお父さんやお母さ
んにとって、素敵な一面を見つけることは意外と難しいものです。さらに、大勢の中では他の子どもさんと
つい比べてしまい、余計に見つけにくくなってしまうでしょう。
　そんなときは、子育て支援センターで、子どもたちの素敵な一面を見つけませんか？子どもはできること
を褒めてもらうと、嬉しくて自信が持てます。我が子のそんな一面は、お父さんやお母さんを笑顔にします。
　子育て支援センターでは、子育て中のご家族が笑顔になれるようにお手伝いをします。子育てに悩んだと
き、関わり方に難しさを感じたときは、遠慮なく子育て支援センターに来てください。

■問町子育て支援センター（矢掛2695番地２）　☎（82）3866

愛育委員メモ ～赤ちゃん訪問とおひさま～

　愛育委員会長の岡部と申します。今回、愛育委員の活動を紹介します。

　愛育委員の活動の一つに「赤ちゃん訪問」があります。生後４か月までの赤ちゃんがいるご家庭を訪問し、

お母さんの話を聞いたり、困ったときの相談窓口を紹介したりします。しかし、現在は新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大防止のため訪問を見合わせています。

　そこで、「赤ちゃん訪問」の時にお話ししようと思っていた「妊娠・子育て相談ステーションおひさま」

を紹介します。「おひさま」には妊娠から育児までを一緒に考え、支援してくれる相談員さんや保健師さん

がいます。ちょっとした疑問や不安な気持ちがあれば、一人で抱え込まずに「おひさま」に気軽に相談し

てください。役場の保健福祉課内にあります。お電話での相談も受け付けています。

●相 談 日 時　月曜日～金曜日　※祝日・年末年始を除く
　　　　　　　　午前８時30分～午後５時15分
●お問い合わせ　☎（82）1013

妊娠・子育て相談ステーションおひさま（役場保健福祉課内）
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↑協定書を手にする甲斐部長（写真左）
と山野町長
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付
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。
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３
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０
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献
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迫
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２
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。

■問保健福祉課　☎（82）1013
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機
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０
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０
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１
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『子どものかがやく姿　一緒に見つけよう』

　こんにちは、子育て支援センターの原田と申します。
　子育て支援センターには、日々「じっとできない」、「人の話を聞かない」、「わがま
まで、気に入らないと何もしなくなる」など、さまざまな悩みが寄せられています。
しかし、しばらく一緒に過ごしていると、“できない”、“しない”、“わがまま”と言
われている子どもでも
•絵を描くことが好きで、何も見なくても次から次へ描くことができる
•好きな物の名前をすぐに覚えることができる
•パズルをあっという間に完成させることができる

など、きらりと光るものが見えてきます。その素敵な一面をお父さんやお母さんと一緒に発見したときは、
こんなに成長したんだ！と嬉しい驚きを感じることができます。でも、いつも身近にいるお父さんやお母さ
んにとって、素敵な一面を見つけることは意外と難しいものです。さらに、大勢の中では他の子どもさんと
つい比べてしまい、余計に見つけにくくなってしまうでしょう。
　そんなときは、子育て支援センターで、子どもたちの素敵な一面を見つけませんか？子どもはできること
を褒めてもらうと、嬉しくて自信が持てます。我が子のそんな一面は、お父さんやお母さんを笑顔にします。
　子育て支援センターでは、子育て中のご家族が笑顔になれるようにお手伝いをします。子育てに悩んだと
き、関わり方に難しさを感じたときは、遠慮なく子育て支援センターに来てください。

■問町子育て支援センター（矢掛2695番地２）　☎（82）3866

愛育委員メモ ～赤ちゃん訪問とおひさま～

　愛育委員会長の岡部と申します。今回、愛育委員の活動を紹介します。

　愛育委員の活動の一つに「赤ちゃん訪問」があります。生後４か月までの赤ちゃんがいるご家庭を訪問し、

お母さんの話を聞いたり、困ったときの相談窓口を紹介したりします。しかし、現在は新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大防止のため訪問を見合わせています。

　そこで、「赤ちゃん訪問」の時にお話ししようと思っていた「妊娠・子育て相談ステーションおひさま」

を紹介します。「おひさま」には妊娠から育児までを一緒に考え、支援してくれる相談員さんや保健師さん

がいます。ちょっとした疑問や不安な気持ちがあれば、一人で抱え込まずに「おひさま」に気軽に相談し

てください。役場の保健福祉課内にあります。お電話での相談も受け付けています。

●相 談 日 時　月曜日～金曜日　※祝日・年末年始を除く
　　　　　　　　午前８時30分～午後５時15分
●お問い合わせ　☎（82）1013

妊娠・子育て相談ステーションおひさま（役場保健福祉課内）
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時
に
空
中
写
真
な
ど
の
提
供
を
受
け

た
際
に
は
、
被
災
状
況
の
把
握
や
災
害
復
旧
の
効
率
化
が
期

待
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
も
応
用
が
可
能
で
す
。

　
岡
山
県
内
で
は
４
番
目
の
協
定
締
結
と
な
り
ま
し
た

↑協定書を手にする甲斐部長（写真左）
と山野町長

夏
の
地
区
け
ん
し
ん
が
未
受
診
の
人
へ

追
加
け
ん
し
ん
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

●
と
　き
　
12
月
12
日
㈯
　
受
付
：
午
前
８
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

●
内
　容
　
特
定
健
診
（
身
体
計
測
、 

血
圧
測
定
、 

血
液
検
査
、
心
電
図
等
）、
が
ん
検
診
（
胃

が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
）、
肝
炎
検
診

　
　
　
　
　※

75
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
す
る
後
期
高
齢
者
健
診
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

●
持
ち
物
　
・
保
険
証
と
各
け
ん
し
ん
の
受
診
料
金

　
　
　
　
　
・
特
定
健
診
を
受
け
る
人
は
、
事
前
に
届
く
案
内
ハ
ガ
キ
を
持
参

　
　
　
　
　
・
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
る
人
は
、
２
日
分
の
採
便
が
必
要

　
　
　
　
　
・
各
け
ん
し
ん
の
問
診
票
や
受
診
票
、
採
尿
・
採
便
容
器
は
役
場
で
配
付

●
そ
の
他
　
・
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

   

　
　
　
　
・
当
日
の
朝
、  

37
・
５
度
以
上
の
発
熱
や
風
邪
症
状
が
あ
る
人
は
受
診
で
き
ま
せ

ん
。

　
　
　
　
　
・
会
場
内
の
人
数
制
限
を
行
う
た
め
、
外
で
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
・
保
健
業
務
係

    

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線 

９
６
３
０

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

●
と
　き
　
11
月
25
日
㈬
　
受
付
：
午
前
９
時
10
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
０
時
45
分
〜
１
時
40
分

●
と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他
　
・
当
日
は
４
０
０
㎖
献
血
の
み
の
お
願
い
と
な
り
ま
す
。
献
血
可
能
な
年
齢
は
、

男
性
17
歳
以
上
、
女
性
18
歳
以
上
で
69
歳
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
体
重
は
50
㎏

以
上
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
・
午
前
の
部
の
受
付
開
始
時
間
、
午
後
の
部
の
受
付
終
了
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

    

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線 

９
６
３
０

「
矢
掛
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

「
矢
掛
町
子
育
て
世
帯
応
援
商
品
券
」

  

の
使
用
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
！

　
商
品
券
の
使
用
期
限
は
令
和
２
年
12
月
31
日
㈭
で
す
。
ま
た
、
未
使
用
分
に
つ
い
て
、
返
金

や
換
金
等
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
期
限
ま
で
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

■問保健福祉課　☎（82）1013

■問備中西商工会　☎（82）0559

■問
総
務
防
災
課
危
機
防
災
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線 

０
５
１
３

9 令和２年11月号



保健福祉課福祉推進係
　 ☎（82）1013　 有線　0581
問

12月の健康カレンダー

Health  Calendar　DecemberHealth  Calendar　December

健康・子育て・こころ

受付：午後０時３０分～１時２０分
（２部制で受付を行います）  2日㈬ 1歳6か月児健康診査

受付：午前９時１０分～９時３０分
開催：午前９時３０分～10日㈭ すこやか育児学級

対象：7～10か月児

受付：午前９時～１０時
開催：午前９時～16日㈬ 育児相談

受付：午前８時３０分～１０時３０分12日㈯ 追加けんしん

17日㈭ 栄養改善教室

受付・開催と　き 内　　　容

休日当番医

  6日㈰
13日㈰
20日㈰

※事前に連絡をしてから受診してください。

☎(82)１３２６矢　掛　病　院
27日㈰ ☎(82)１０５０小　塚　医　院

☎(84)０００１あゆみクリニック
☎(82)１３２１水川内科医院

と　　き 病　　　院　　　名

※1歳6か月児健康診査・追加けんしんの会場は、農村環境改善センターです。
※すこやか育児学級・育児相談の会場は、老人福祉センターです。

障がい者福祉に理解と関心を

29日㈫/（年末） ☎(82)３１１３筒　井　医　院
30日㈬/（年末） ☎(82)１３２６矢　掛　病　院
31日㈭/（年末） ☎(82)０２０２山縣内科医院

受付：午前９時３０分～午後１時

　障がい者の福祉について関心と理解を深め、また障がいのある人がさまざまな活動に積極的に参加する意欲
を高めることを目的とした一週間です。
　なお、期間中に限らず、岡山県総合福祉・ボランティア・NPO会館（きらめきプラザ）では「福祉用具展示・
体験コーナー」があり、専門相談員に相談もできますのでご利用ください。

12月3日㈭～ 9日㈬は障害者週間

　障害者週間の期間を含め、12月18日㈮まで、庁舎1階ロビーで矢掛町障害者自立支援協議会の構成団体に
よる、障がい児や障がい者が作成した作品（絵画、写真、書、工芸品など）や町内の事業所情報をパネル展
示しています。

ぜひ、ご覧ください！！

　障がいについて、障がい当事者やその家族、障害者団体、障害福祉サービス事業所、相談支援事業所、行政
機関などの地域の関係者が集まり相談を通じて集まった課題を共有し、課題解決に向けて話し合い、障がいの
有無にかかわらず、誰もが地域で安心して暮らせるよう、支援体制の整備を図る機関です。これまで井笠圏域
3市2町で設置していましたが、今年4月から町単独で協議会を設置し、話し合いを行っています。
　また、現在、協議会の愛称を募集しています。11月30日㈪まで募集をしていますので、役場窓口や町ホー
ムページから応募方法等をご確認いただき応募ください。

障害者自立支援協議会とは・・・

【障害者相談支援センター】
　協議会の設置に伴い、障がい者や家族から、日常生活の困りごとや福祉サービス等について相談できるセン
ターを町内に設置しています。
●相談場所　社会福祉法人あすなろ園内（矢掛町矢掛2512番地1）
●相談日時　月曜日～金曜日　午前8時30分～午後5時（土・日・祝日と年末年始を除く）
●相談方法　来所・訪問・電話・FAXなど
●連  絡  先　☎（82）0157　FAX（83）3011

10令和２年11月号



保健福祉課福祉推進係
　 ☎（82）1013　 有線　0581
問

12月の健康カレンダー

Health  Calendar　DecemberHealth  Calendar　December

健康・子育て・こころ

受付：午後０時３０分～１時２０分
（２部制で受付を行います）  2日㈬ 1歳6か月児健康診査

受付：午前９時１０分～９時３０分
開催：午前９時３０分～10日㈭ すこやか育児学級

対象：7～10か月児

受付：午前９時～１０時
開催：午前９時～16日㈬ 育児相談

受付：午前８時３０分～１０時３０分12日㈯ 追加けんしん

17日㈭ 栄養改善教室

受付・開催と　き 内　　　容

休日当番医

  6日㈰
13日㈰
20日㈰

※事前に連絡をしてから受診してください。

☎(82)１３２６矢　掛　病　院
27日㈰ ☎(82)１０５０小　塚　医　院

☎(84)０００１あゆみクリニック
☎(82)１３２１水川内科医院

と　　き 病　　　院　　　名

※1歳6か月児健康診査・追加けんしんの会場は、農村環境改善センターです。
※すこやか育児学級・育児相談の会場は、老人福祉センターです。

障がい者福祉に理解と関心を

29日㈫/（年末） ☎(82)３１１３筒　井　医　院
30日㈬/（年末） ☎(82)１３２６矢　掛　病　院
31日㈭/（年末） ☎(82)０２０２山縣内科医院

受付：午前９時３０分～午後１時

　障がい者の福祉について関心と理解を深め、また障がいのある人がさまざまな活動に積極的に参加する意欲
を高めることを目的とした一週間です。
　なお、期間中に限らず、岡山県総合福祉・ボランティア・NPO会館（きらめきプラザ）では「福祉用具展示・
体験コーナー」があり、専門相談員に相談もできますのでご利用ください。

12月3日㈭～ 9日㈬は障害者週間

　障害者週間の期間を含め、12月18日㈮まで、庁舎1階ロビーで矢掛町障害者自立支援協議会の構成団体に
よる、障がい児や障がい者が作成した作品（絵画、写真、書、工芸品など）や町内の事業所情報をパネル展
示しています。

ぜひ、ご覧ください！！

　障がいについて、障がい当事者やその家族、障害者団体、障害福祉サービス事業所、相談支援事業所、行政
機関などの地域の関係者が集まり相談を通じて集まった課題を共有し、課題解決に向けて話し合い、障がいの
有無にかかわらず、誰もが地域で安心して暮らせるよう、支援体制の整備を図る機関です。これまで井笠圏域
3市2町で設置していましたが、今年4月から町単独で協議会を設置し、話し合いを行っています。
　また、現在、協議会の愛称を募集しています。11月30日㈪まで募集をしていますので、役場窓口や町ホー
ムページから応募方法等をご確認いただき応募ください。

障害者自立支援協議会とは・・・

【障害者相談支援センター】
　協議会の設置に伴い、障がい者や家族から、日常生活の困りごとや福祉サービス等について相談できるセン
ターを町内に設置しています。
●相談場所　社会福祉法人あすなろ園内（矢掛町矢掛2512番地1）
●相談日時　月曜日～金曜日　午前8時30分～午後5時（土・日・祝日と年末年始を除く）
●相談方法　来所・訪問・電話・FAXなど
●連  絡  先　☎（82）0157　FAX（83）3011

11 令和２年11月号

13 平成28年９月号

100歳おめでとうございます
　10月９日、新

にい

谷
や

義
よし

子
こ

さん（矢
掛）が100 歳のお誕生日を迎
えられました。
　新谷さんの長寿の秘訣は、絵
を描いたり編み物をしてきたこ
とだそうです。

まちのわだい
川面小児童がカードゲームでSDGsを学ぶ
　10月 8日、川面小学校の 4～ 6年生が国連が提
唱する SDGs（持続可能な開発目標）をカードゲーム
を通じて学ぶグループワークを矢掛高校生徒と連携し
て行いました。
　このカードゲームは、「環境」や「飢餓」など世界
の問題について、カードに書かれているアイディアを
組み合わせて『ゴール』の達成を目指すというもの。
2030年の世界のことを考えるこの機会に、児童たち
は既存のアイディアに縛られず、様々な発想を活発的
に出し合いました。
　その他にも、地域資源などを記した矢掛町版のカー
ドゲームをしたり、今年中に自分が達成する目標を定
めたりするなど、オリジナルの方法で勉強。勝間光洋
校長先生は「世界で起こる問題を自分ごとに捉え、行
動を起こすきっかけとなる授業になれば」と話しまし
た。

東京パラリンピック開催に向けて  ユニバーサルデザインや福祉を学ぶ
　10月 30日、矢掛中学校で中学1年生約90人を対象に、ユニバーサルデザイン（UD）や福祉に関するワーク
ショップが行われました。
　矢掛町は2021年開催予定の「東京オリンピック・パラリンピック」において、イタリアのホストタウンに登録
されています。大会を目前にするなか、障害の疑似体験を通じて大会への関心と理解を深めてもらうことを目的に
町が企画。
　この日生徒は、NPO法人まちづくり推進機構岡山の徳田恭子代表理事からUDの事例や、さまざまな立場（障害）
への理解について講演を受けたほか、車いすや手話を体験。相手の立場になって考えることや、車いす・視覚障害
者の介助方法について学びました。
　町では今後もパラリンピック選手の講演会の開催を予定するなど、大会への機運醸成を図るとともに、共生社会
について考えるきっかけ作りを行います。

↑生徒は、さまざまな立場を経験し、UDや福祉について理解を深めました

親子で楽しむキッズフェスティバル（ミニ版）が開催
　10月 17日、「やかげキッズフェスティバル（ミニ
版）」を、町総合運動公園本陣ドームで開催しました。
　teamAIR によるキッズダンスや親子ふれあい運動
会、スーパーボールすくい、ヨーヨーつりなど、子ど
もも大人も楽しめるイベントが目白押し。この日は、
約180人の参加者が集まり賑わいました。
　新型コロナウイルス感染症対策のため、対象者を制
限するなど規模を縮小して開催しましたが、子どもの
元気な声や笑顔に包まれました。

↑ SDGs について、楽しく真剣
に考える児童たちキッズダンス（↑）や親子ふれあい

運動会（→）を楽しむ参加者たち



　■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　「去年貸出が 2 冊だった 3 年生の生徒が、今年はもう
30冊も本を借りてくれたんですよ。うれしいっ。」と、

夕方、矢掛中学校から帰ってきた司書が笑顔で話してくれました。司書は、子どもたちが
1 冊でも手に取って本を借りてくれるよう、さまざまな工夫を凝らしながら図書室の快適
な空間づくりに努めています。平成18年に町立図書館から学校司書として、町内の小・中
学校へ勤務するようになって14年…。やかげっ子に読書の輪を広げるべく、これからも私
たちは、“子ども”と“本”をつなぐ架け橋でありたいと思います。

カウンターからの情景

図書館のイベント

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

常設展示室

　美術館では、開館 30 周年記念特別展「なばたとしたか こび
とづかんの世界展」を開催しています。
　この展覧会では、「こびとづかん」シリーズの原画やスケッチ、
フィギュアなどをご紹介します。書籍だけでは感じきれない力
強さや緻密さ、そして独自の世界観をぜひお楽しみください。

◦観 覧 料　　一　般  600 円　中高生  400 円　
　　　　　　　小学生  200 円　未就学児  無 料

　　　　　　　やかげ郷土美術館　開館30周年記念 特別展

　 　 　「なばたとしたか こびとづかんの世界展」
　　　　　会期／開催中〜 12月20日（日）

「漢字の植物苑」円満寺二郎／著　岩波書店
「晴れの日散歩」角田　光代／著　オレンジページ
「ぜんぶ本の話」池澤夏樹・池澤春菜／著　毎日新聞社
「生き物の死にざま」稲垣　栄洋／著　草思社
「捨てられる食べものたち」　井出　留美／著　旬報社

は休館日

12月の図書館カレンダー

27 28 29

日

7 8
1
9
2

1110
3 4

12
5

13
6
14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26
30 31

火水木金土月

11月の休館日
　24日（火）・30日（月）

おすすめの新刊

Ⓒ Toshitaka Nabata『みんなのこびと』より

ご協力のお願い
◆マスクの着用をお願いします。
◆入館時に手指の消毒をお願いします。
◆発熱や軽度でも咳、のどの痛みなどの症状がある人は
　ご来館を控えてください。

ホトケアカバネ　　�今ではほとんど見ることができない貴重なコビト。彼らの出現は、平和の兆しといわれている。
　　　　　　　　　・見ると幸せになるといわれている。　　・常に半笑い。　　・羽根はとれてもまた生える。
　　　　　　　　　・仏像の近くでの目撃が多い。

◆ほかの来館者と 2m 以上の距離を保ってください。
◆入館時に検温をさせていただく場合があります。
◆混雑した場合、入館をお待ちいただく可能性があります。
◆大人数でのご来館はご遠慮ください。

みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

おはなしらんど
◆と　き　11 月28日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館　幼児コーナー
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本

の読み聞かせやエプロンシアターなど
楽しいおはなしがいっぱい。

えいごであそぼう
◆と　き　毎月１回
◆ところ　矢掛町立図書館
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲーム

など
※ 先生の都合により日時が変更になる場合がありま

すのでＨＰやチラシ等でご確認ください。

日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

　この他にも新しい本がいろいろと入っています。11月
は矢掛町立図書館の読書月間です。ぜひ、図書館へお越し
ください。

雑誌リサイクル
◆と　き　11 月 28 日㈯・29 日㈰
　　　　　午前10時〜午後 3 時
◆ところ　図書館前ロビー
◆内　容　�保存期間の過ぎた雑誌を無料で差しあげ

ます。図書館カードをお持ちください。
　今年は密にならないよう短い時間で雑誌を選んでいた
だきますようご協力をお願いします。マスクを着用し、
気分のすぐれない人は参加をご遠慮ください。
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�����お��がわ�ち�かげ

小川千景ちゃん（矢掛）
（R1年11月２日生まれ）
元気にすくすく大きくなって
ね！

　いけ��だ　い���と

池田依音ちゃん（江良）
（R1年11月27日生まれ）

明るく元気に育ってね★

　　たかおかいく�と

髙岡郁翔くん（小林）
（R1年11月26日生まれ）
２人のお兄ちゃんと元気いっ
ぱい大きくなってね！

　�つ��むら��に���こ

津村優心ちゃん（東川面）
（R1年11月20日生まれ）
我が家の爆食女王♡元気にす
くすく育ってね！

　��あお��え

青江あみちゃん（横谷）
（R1年11月28日生まれ）
にーにと仲良くね♫
我が家のアイドル！
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Happy 1st
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Happy 1st
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Happy 1st
Birthday

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

★�対 象 者★　町内在住で令和元年
12月生まれのお子さん

★応募期限★
　令和２年11月30日（月）必着
★�応募方法★　写真に①住所②氏名
（ふりがな）③性別④生年月日⑤電
話番号⑥ 20字程度のメッセージ
を添えてご応募ください。

★�応募・お問い合わせ★
　総務防災課秘書広報係
　〒714−1297　（役場専用）
　矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010　有線�0522

満1歳のお祝いに
写真を掲載しませんか？
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図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　「去年貸出が 2 冊だった 3 年生の生徒が、今年はもう
30冊も本を借りてくれたんですよ。うれしいっ。」と、

夕方、矢掛中学校から帰ってきた司書が笑顔で話してくれました。司書は、子どもたちが
1 冊でも手に取って本を借りてくれるよう、さまざまな工夫を凝らしながら図書室の快適
な空間づくりに努めています。平成18年に町立図書館から学校司書として、町内の小・中
学校へ勤務するようになって14年…。やかげっ子に読書の輪を広げるべく、これからも私
たちは、“子ども”と“本”をつなぐ架け橋でありたいと思います。

カウンターからの情景

図書館のイベント

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

常設展示室

　美術館では、開館 30 周年記念特別展「なばたとしたか こび
とづかんの世界展」を開催しています。
　この展覧会では、「こびとづかん」シリーズの原画やスケッチ、
フィギュアなどをご紹介します。書籍だけでは感じきれない力
強さや緻密さ、そして独自の世界観をぜひお楽しみください。

◦観 覧 料　　一　般  600 円　中高生  400 円　
　　　　　　　小学生  200 円　未就学児  無 料

　　　　　　　やかげ郷土美術館　開館30周年記念 特別展

　 　 　「なばたとしたか こびとづかんの世界展」
　　　　　会期／開催中〜 12月20日（日）

「漢字の植物苑」円満寺二郎／著　岩波書店
「晴れの日散歩」角田　光代／著　オレンジページ
「ぜんぶ本の話」池澤夏樹・池澤春菜／著　毎日新聞社
「生き物の死にざま」稲垣　栄洋／著　草思社
「捨てられる食べものたち」　井出　留美／著　旬報社

は休館日

12月の図書館カレンダー
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火水木金土月

11月の休館日
　24日（火）・30日（月）

おすすめの新刊

Ⓒ Toshitaka Nabata『みんなのこびと』より

ご協力のお願い
◆マスクの着用をお願いします。
◆入館時に手指の消毒をお願いします。
◆発熱や軽度でも咳、のどの痛みなどの症状がある人は
　ご来館を控えてください。

ホトケアカバネ　　�今ではほとんど見ることができない貴重なコビト。彼らの出現は、平和の兆しといわれている。
　　　　　　　　　・見ると幸せになるといわれている。　　・常に半笑い。　　・羽根はとれてもまた生える。
　　　　　　　　　・仏像の近くでの目撃が多い。

◆ほかの来館者と 2m 以上の距離を保ってください。
◆入館時に検温をさせていただく場合があります。
◆混雑した場合、入館をお待ちいただく可能性があります。
◆大人数でのご来館はご遠慮ください。

みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

おはなしらんど
◆と　き　11 月28日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館　幼児コーナー
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本

の読み聞かせやエプロンシアターなど
楽しいおはなしがいっぱい。

えいごであそぼう
◆と　き　毎月１回
◆ところ　矢掛町立図書館
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲーム

など
※ 先生の都合により日時が変更になる場合がありま

すのでＨＰやチラシ等でご確認ください。

日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

　この他にも新しい本がいろいろと入っています。11月
は矢掛町立図書館の読書月間です。ぜひ、図書館へお越し
ください。

雑誌リサイクル
◆と　き　11 月 28 日㈯・29 日㈰
　　　　　午前10時〜午後 3 時
◆ところ　図書館前ロビー
◆内　容　�保存期間の過ぎた雑誌を無料で差しあげ

ます。図書館カードをお持ちください。
　今年は密にならないよう短い時間で雑誌を選んでいた
だきますようご協力をお願いします。マスクを着用し、
気分のすぐれない人は参加をご遠慮ください。
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小川千景ちゃん（矢掛）
（R1年11月２日生まれ）
元気にすくすく大きくなって
ね！

　いけ��だ　い���と

池田依音ちゃん（江良）
（R1年11月27日生まれ）

明るく元気に育ってね★

　　たかおかいく�と

髙岡郁翔くん（小林）
（R1年11月26日生まれ）
２人のお兄ちゃんと元気いっ
ぱい大きくなってね！

　�つ��むら��に���こ

津村優心ちゃん（東川面）
（R1年11月20日生まれ）
我が家の爆食女王♡元気にす
くすく育ってね！

　��あお��え

青江あみちゃん（横谷）
（R1年11月28日生まれ）
にーにと仲良くね♫
我が家のアイドル！
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読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

★�対 象 者★　町内在住で令和元年
12月生まれのお子さん

★応募期限★
　令和２年11月30日（月）必着
★�応募方法★　写真に①住所②氏名
（ふりがな）③性別④生年月日⑤電
話番号⑥ 20字程度のメッセージ
を添えてご応募ください。
★�応募・お問い合わせ★
　総務防災課秘書広報係
　〒714−1297　（役場専用）
　矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010　有線�0522

満1歳のお祝いに
写真を掲載しませんか？
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子

花
供
へ
ま
た
ふ
り
か
へ
る
秋
彼
岸�

江
尻

　千
歳

風
止
ん
で
暮
れ
そ
む
庭
の
酔
芙
蓉�

黒
瀬
美
智
子

稲
刈
る
や
畦
は
ど
こ
ま
で
彼
岸
花�

斎
藤
千
鶴
子

掛
け
替
へ
し
眼
鏡
で
仰
ぐ
今
日
の
月�

岡
田
　
子

山
の
端
に
雲
と
み
ま
が
ふ
十
日
月�

岡
田
　康
子

木
犀
の
香
に
突
と
遭
ふ
朝
の
道�

柏
原
　茂
子

厨
の
灯
消
せ
ば
盛
り
の
虫
時
雨�

江
木
　公
子

浮
か
び
く
る
も
の
桔
梗
と
分
か
ち
を
り�
選
　者
　吟

鯵
二
匹
ま
っ
く
ろ
に
し
た
長
電
話�

鈴
木

　な
つ

体
温
計
思
わ
ず
振
っ
て
笑
わ
れ
る�

山
元
と
も
え

ス
ー
パ
ー
の
籠
持
た
さ
れ
る
半
額
日�

椎
葉
つ
と
む

断だ
ん
し
ゃ
り

捨
離
を
す
る
価
値
も
な
い
物
ば
か
り�

溝
口

　豊
和

姿
見
も
セ
ン
ス
を
問
わ
ぬ
家
ご
も
り�

江
尻

　容
子

コ
ロ
ナ
禍
に
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
錆
び
て
く
る�

池
田
た
か
子

良
い
こ
と
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
ら
ぬ
テ
レ
ビ
見
る�

渡
辺

　和
彦

口
だ
け
の
親
孝
行
で
時
が
過
ぎ�

内
田
と
み
子

風
読
ん
で
常じ

ょ
う
と
う套手

段
で
ね
だ
る
孫�

池
田

　信
夫

風
向
き
を
読
め
な
い
君
は
一
人
ぼ
ち�

江
木

　基
夫

こ
ぼ
れ
出
る
ふ
う
せ
ん
か
ず
ら
か
ら
ハ
ー
ト�

選
　者
　吟

文
化
協
会
俳
句
十
月
作
品�

　
　

岩
崎
多
佳
男
選

文
化
協
会
川
柳
十
月
作
品�

�

紫

　し
め
の
選
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information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　13,978 人 （＋4） 
　男　     6,716 人 （＋7） 
　女　     7,262 人 （－3）
世帯数　  5,503世帯（＋4）

令和２年11月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

矢
掛
病
院
当
直
事
務
員
募
集

　
矢
掛
病
院
当
直
事
務
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
希
望
者
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
委
託
期
間
　
契
約
日
か
ら
３
月
31

日
ま
で
（
以
降
更
新
あ
り
）

◦
募
集
人
員
　
１
人

◦
応
募
資
格
　
患
者
さ
ん
の
情
報
等

に
つ
い
て
の
守
秘
義
務
が
守
れ
る
人

　
パ
ソ
コ
ン
の
簡
単
な
操
作
が
で
き

る
人
（
受
付
事
務
等
で
電
子
カ
ル
テ

等
を
使
用
す
る
た
め
）

◦
仕
事
内
容
　
受
付
事
務
・
電
話
対

応
・
支
払
い
対
応
（
業
務
に
は
夜
間

に
お
け
る
救
急
車
や
電
話
へ
の
対
応

が
含
ま
れ
ま
す
。）

◦
給

　与
　
一
回
当
た
り
１
１
，
０

０
０
円

◦
勤
務
時
間
　
日
直
　
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
・
宿
直
　
午
後
５
時

～
午
前
８
時
30
分

　
月
10
回
程
度
の
勤
務
（
土
日
祝
日

勤
務
あ
り
）

※
勤
務
日
数
は
応
相
談

■問
矢
掛
病
院
事
務
局
庶
務
係

☎（
82
）１
３
２
７
　
有
線
０
６
６
１

令
和
３
年
度

町
教
育
支
援
員
等
の
募
集

◦
仕
事
内
容

【
教
育
支
援
員
】

　
町
内
認
定
こ
ど
も
園
・
小
学
校
・

中
学
校
に
お
い
て
、
職
員
と
連
携
し

て
園
児
・
児
童
・
生
徒
の
学
校
生
活

お
よ
び
学
習
活
動
等
の
支
援
を
行
う

（
１
日
に
３
～
６
時
間
、
週
５
日
）

【
ひ
ま
わ
り
の
家
指
導
員
】

　
町
の
適
応
指
導
教
室
「
ひ
ま
わ
り

の
家
」（
矢
掛
会
館
３
階
）
で
、
町

の
教
育
相
談
員
と
連
携
し
て
、
不
登

校
児
童
生
徒
等
の
学
習
指
導
や
自
立

活
動
の
支
援
を
す
る（
１
日
４
時
間
、

週
５
日
）

◦
資
格
要
件
　
学
校
園
や
子
ど
も
た

ち
の
情
報
等
に
つ
い
て
守
秘
義
務
が

守
れ
る
人

　
学
校
で
勤
務
可
能
な
体
力
が
あ
り

健
康
な
人

◦
給
　与
　
時
給
１
，０
０
０
円（
通

勤
手
当
、
期
末
手
当
あ
り
）

◦
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
を
12

月
11
日
㈮
　
午
後
５
時
ま
で
に
町
教

育
委
員
会
へ
提
出

◦
面
接
日
　
令
和
３
年
１
月
９
日
㈯

■問
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎（
82
）２
１
０
０
　
有
線
０
６
２
１

海
洋
セ
ン
タ
ー
・
総
合
運
動

公
園
の
夜
間
等
管
理
人
の
募
集

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
総

合
運
動
公
園
で
は
、
夜
間
等
管
理
人

を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
勤
務
内
容
　
受
付
、
施
設
貸
出
業

務
、
プ
ー
ル
監
視
、
予
約
シ
ス
テ
ム

操
作
等

◦
勤
務
地
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

総
合
運
動
公
園
（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
両
施
設
に
勤
務
）

◦
応
募
資
格
　
70
歳
未
満
で
健
康
な

人
（
学
生
不
可
）

◦
提
出
書
類
　
履
歴
書（
任
意
様
式
）

　
詳
し
く
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線
２
６
２
０

水
泳
教
室
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
（
講
師
）
募
集

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
水

泳
教
室
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

◦
勤
務
内
容
　
水
泳
指
導
（
水
泳
教

室
）

◦
資
格
等
　
水
泳
指
導
経
験
の
あ
る

人
（
資
格
不
要
）

◦
勤
務
時
間
　
60
分
／
教
室

◦
提
出
書
類
　
履
歴
書（
任
意
様
式
）

　
詳
し
く
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線
２
６
２
０

募

　
　集

有料広告 有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713�8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診療！！
（木・祝休診）
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information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　13,978 人 （＋4） 
　男　     6,716 人 （＋7） 
　女　     7,262 人 （－3）
世帯数　  5,503世帯（＋4）

令和２年11月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

２
０
２
１
年
度
「
全
国
統
一

防
火
標
語
」
の
募
集
開
始

　
一
般
社
団
法
人
　
日
本
損
害
保
険

協
会
で
は
、
消
防
庁
と
の
共
催
の
も

と
、
次
年
度
の
「
全
国
統
一
防
火
標

語
」
の
募
集
を
９
月
14
日
㈪
か
ら
開

始
し
て
い
ま
す
。

　
入
選
作
品
は
「
２
０
２
１
年
度
全

国
統
一
防
火
標
語
」
と
し
て
ポ
ス
タ

ー
等
に
よ
り
全
国
各
地
の
消
防
署
を

は
じ
め
と
す
る
公
共
機
関
等
に
掲
示

さ
れ
る
ほ
か
、
防
火
・
防
災
意
識
の

啓
発
や
Ｐ
Ｒ
等
に
広
く
活
用
さ
れ
ま

す
。

　
応
募
締
切
は
12
月
６
日
㈰
で
す
。

今
年
度
も
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
特
設
サ
イ
ト
（https:

//boukahyougo.jp/

）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■問
一
般
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協

会
業
務
企
画
部
　
防
火
・
安
全
グ
ル

ー
プ

☎
０
３（
３
２
５
５
）１
２
９
４

心
配
ご
と
相
談

◦
と
　き
　
12
月
11
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と
　き
　
11
月
27
日
㈮
、
12
月
11

日
㈮
、
25
日
㈮
　
午
前
10
時
～
午
後

３
時（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
相
談
料
　
無
料

◦
対
象
者
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る

人◦
申

　込
　
産
業
観
光
課
へ
電
話
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約
な
し
で

も
相
談
可
能
で
す
が
、
予
約
さ
れ
て

い
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

相

　
　談

有料広告

墓石・文字彫りのことなら
お任せください。

墓地・墓石のリフォーム＆クリーニング、
各種石工事、遺品整理、収集品の買取り、
家財の片付け・処分なども承ります。
矢掛町内田379　☎（0866）82-1369　
FAX（0866）82-3488　携帯090-8364-0228　

守屋石材店守屋石材店守屋石材店
有料広告

山ノ上干柿組合からお知らせ
令和２年度「干柿祭り」は新型コロナウイ
ルス感染症の感染拡大防止のため中止し
ます。直売所での販売や電話注文は承っ
ていますので、ぜひお買い求めください！

令和２年度「干柿祭り」は新型コロナウイ
ルス感染症の感染拡大防止のため中止し
ます。直売所での販売や電話注文は承っ
ていますので、ぜひお買い求めください！

山ノ上農産物直売所
（小田2513－1）

●お問い合わせ●　☎（84）８６５３

山ノ上農産物直売所
（小田2513－1）

●お問い合わせ●　☎（84）８６５３

山ノ上農産物直売所
（小田2513－1）

●お問い合わせ●　☎（84）８６５３

毎週（土）・（日）9：00～13：00営業

矢掛町では安心・安全な町づくりのため
水質・土壌の

検査を実施しています
　矢掛町では、水質や土壌の異常が発生していない
かの調査のため、また、異常が疑われるときや起き
たときの検査のためのバックデータの収集のため、
毎年、町内 26か所で水質検査、町内 1か所で土壌
の検査を行っております。
　９月に行った最新の調査では特に異常はありませ
んでした。今後も安全・安心な町づくりのために水質・
土壌の保全を行っていきます。

◦水質検査箇所　◦土壌検査箇所（旧矢掛不燃物投棄場）
N

①鬼ヶ岳ダム（夫婦橋）

③鬼ヶ岳ダム（放流水）
④烏頭川

⑲大倉川

⑰金山谷川

⑱大渡川（上流）

②鬼ヶ岳ダム（貯留水）

㉕林田川（下流）
㉖小田川（観音橋）

⑤羽無川 ⑥久谷川

⑦奥田川（上流）

⑭大谷川（上流）
⑮大谷川（下流）

㉓小田川（新栄橋）

⑳星田川（上流）

㉒星田第２ダム南 ⑩宇角川（下流）

㉔林田川（上流）

㉑星田川（下流）

奥迫地内
（⑪西側⑫東側⑬井戸）

⑨宇角川（上流）

⑧奥田川（下流）

⑯小田川（福頼橋）

■問�町民課住民環境係　☎（82）1011　有線�0551

有料広告



information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　13,978 人 （＋4） 
　男　     6,716 人 （＋7） 
　女　     7,262 人 （－3）
世帯数　  5,503世帯（＋4）

令和２年11月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

矢
掛
病
院
当
直
事
務
員
募
集

　
矢
掛
病
院
当
直
事
務
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
希
望
者
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
委
託
期
間
　
契
約
日
か
ら
３
月
31

日
ま
で
（
以
降
更
新
あ
り
）

◦
募
集
人
員
　
１
人

◦
応
募
資
格
　
患
者
さ
ん
の
情
報
等

に
つ
い
て
の
守
秘
義
務
が
守
れ
る
人

　
パ
ソ
コ
ン
の
簡
単
な
操
作
が
で
き

る
人
（
受
付
事
務
等
で
電
子
カ
ル
テ

等
を
使
用
す
る
た
め
）

◦
仕
事
内
容
　
受
付
事
務
・
電
話
対

応
・
支
払
い
対
応
（
業
務
に
は
夜
間

に
お
け
る
救
急
車
や
電
話
へ
の
対
応

が
含
ま
れ
ま
す
。）

◦
給

　与
　
一
回
当
た
り
１
１
，
０

０
０
円

◦
勤
務
時
間
　
日
直
　
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
・
宿
直
　
午
後
５
時

～
午
前
８
時
30
分

　
月
10
回
程
度
の
勤
務
（
土
日
祝
日

勤
務
あ
り
）

※
勤
務
日
数
は
応
相
談

■問
矢
掛
病
院
事
務
局
庶
務
係

☎（
82
）１
３
２
７
　
有
線
０
６
６
１

令
和
３
年
度

町
教
育
支
援
員
等
の
募
集

◦
仕
事
内
容

【
教
育
支
援
員
】

　
町
内
認
定
こ
ど
も
園
・
小
学
校
・

中
学
校
に
お
い
て
、
職
員
と
連
携
し

て
園
児
・
児
童
・
生
徒
の
学
校
生
活

お
よ
び
学
習
活
動
等
の
支
援
を
行
う

（
１
日
に
３
～
６
時
間
、
週
５
日
）

【
ひ
ま
わ
り
の
家
指
導
員
】

　
町
の
適
応
指
導
教
室
「
ひ
ま
わ
り

の
家
」（
矢
掛
会
館
３
階
）
で
、
町

の
教
育
相
談
員
と
連
携
し
て
、
不
登

校
児
童
生
徒
等
の
学
習
指
導
や
自
立

活
動
の
支
援
を
す
る（
１
日
４
時
間
、

週
５
日
）

◦
資
格
要
件
　
学
校
園
や
子
ど
も
た

ち
の
情
報
等
に
つ
い
て
守
秘
義
務
が

守
れ
る
人

　
学
校
で
勤
務
可
能
な
体
力
が
あ
り

健
康
な
人

◦
給

　与
　
時
給
１
，０
０
０
円（
通

勤
手
当
、
期
末
手
当
あ
り
）

◦
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
を
12

月
11
日
㈮
　
午
後
５
時
ま
で
に
町
教

育
委
員
会
へ
提
出

◦
面
接
日
　
令
和
３
年
１
月
９
日
㈯

■問
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎（
82
）２
１
０
０
　
有
線
０
６
２
１

海
洋
セ
ン
タ
ー
・
総
合
運
動

公
園
の
夜
間
等
管
理
人
の
募
集

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
総

合
運
動
公
園
で
は
、
夜
間
等
管
理
人

を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
勤
務
内
容
　
受
付
、
施
設
貸
出
業

務
、
プ
ー
ル
監
視
、
予
約
シ
ス
テ
ム

操
作
等

◦
勤
務
地
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

総
合
運
動
公
園
（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
両
施
設
に
勤
務
）

◦
応
募
資
格
　
70
歳
未
満
で
健
康
な

人
（
学
生
不
可
）

◦
提
出
書
類
　
履
歴
書（
任
意
様
式
）

　
詳
し
く
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線
２
６
２
０

水
泳
教
室
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
（
講
師
）
募
集

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
水

泳
教
室
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

◦
勤
務
内
容
　
水
泳
指
導
（
水
泳
教

室
）

◦
資
格
等
　
水
泳
指
導
経
験
の
あ
る

人
（
資
格
不
要
）

◦
勤
務
時
間
　
60
分
／
教
室

◦
提
出
書
類
　
履
歴
書（
任
意
様
式
）

　
詳
し
く
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線
２
６
２
０

募

　
　集

有料広告 有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713�8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診療！！
（木・祝休診）

information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　13,978 人 （＋4） 
　男　     6,716 人 （＋7） 
　女　     7,262 人 （－3）
世帯数　  5,503世帯（＋4）

令和２年11月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

２
０
２
１
年
度
「
全
国
統
一

防
火
標
語
」
の
募
集
開
始

　
一
般
社
団
法
人
　
日
本
損
害
保
険

協
会
で
は
、
消
防
庁
と
の
共
催
の
も

と
、
次
年
度
の
「
全
国
統
一
防
火
標

語
」
の
募
集
を
９
月
14
日
㈪
か
ら
開

始
し
て
い
ま
す
。

　
入
選
作
品
は
「
２
０
２
１
年
度
全

国
統
一
防
火
標
語
」
と
し
て
ポ
ス
タ

ー
等
に
よ
り
全
国
各
地
の
消
防
署
を

は
じ
め
と
す
る
公
共
機
関
等
に
掲
示

さ
れ
る
ほ
か
、
防
火
・
防
災
意
識
の

啓
発
や
Ｐ
Ｒ
等
に
広
く
活
用
さ
れ
ま

す
。

　
応
募
締
切
は
12
月
６
日
㈰
で
す
。

今
年
度
も
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
特
設
サ
イ
ト
（https:

//boukahyougo.jp/

）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■問
一
般
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協

会
業
務
企
画
部
　
防
火
・
安
全
グ
ル

ー
プ

☎
０
３（
３
２
５
５
）１
２
９
４

心
配
ご
と
相
談

◦
と
　き
　
12
月
11
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と
　き
　
11
月
27
日
㈮
、
12
月
11

日
㈮
、
25
日
㈮
　
午
前
10
時
～
午
後

３
時（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
相
談
料
　
無
料

◦
対
象
者
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る

人◦
申
　込
　
産
業
観
光
課
へ
電
話
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約
な
し
で

も
相
談
可
能
で
す
が
、
予
約
さ
れ
て

い
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

相

　
　談

有料広告

墓石・文字彫りのことなら
お任せください。

墓地・墓石のリフォーム＆クリーニング、
各種石工事、遺品整理、収集品の買取り、
家財の片付け・処分なども承ります。
矢掛町内田379　☎（0866）82-1369　
FAX（0866）82-3488　携帯090-8364-0228　

守屋石材店守屋石材店守屋石材店
有料広告

山ノ上干柿組合からお知らせ
令和２年度「干柿祭り」は新型コロナウイ
ルス感染症の感染拡大防止のため中止し
ます。直売所での販売や電話注文は承っ
ていますので、ぜひお買い求めください！

令和２年度「干柿祭り」は新型コロナウイ
ルス感染症の感染拡大防止のため中止し
ます。直売所での販売や電話注文は承っ
ていますので、ぜひお買い求めください！

山ノ上農産物直売所
（小田2513－1）

●お問い合わせ●　☎（84）８６５３

山ノ上農産物直売所
（小田2513－1）

●お問い合わせ●　☎（84）８６５３

山ノ上農産物直売所
（小田2513－1）

●お問い合わせ●　☎（84）８６５３

毎週（土）・（日）9：00～13：00営業

矢掛町では安心・安全な町づくりのため
水質・土壌の

検査を実施しています
　矢掛町では、水質や土壌の異常が発生していない
かの調査のため、また、異常が疑われるときや起き
たときの検査のためのバックデータの収集のため、
毎年、町内26か所で水質検査、町内 1か所で土壌
の検査を行っております。
　９月に行った最新の調査では特に異常はありませ
んでした。今後も安全・安心な町づくりのために水質・
土壌の保全を行っていきます。

◦水質検査箇所　◦土壌検査箇所（旧矢掛不燃物投棄場）
N

①鬼ヶ岳ダム（夫婦橋）

③鬼ヶ岳ダム（放流水）
④烏頭川

⑲大倉川

⑰金山谷川

⑱大渡川（上流）

②鬼ヶ岳ダム（貯留水）

㉕林田川（下流）
㉖小田川（観音橋）

⑤羽無川 ⑥久谷川

⑦奥田川（上流）

⑭大谷川（上流）
⑮大谷川（下流）

㉓小田川（新栄橋）

⑳星田川（上流）

㉒星田第２ダム南 ⑩宇角川（下流）

㉔林田川（上流）

㉑星田川（下流）

奥迫地内
（⑪西側⑫東側⑬井戸）

⑨宇角川（上流）

⑧奥田川（下流）

⑯小田川（福頼橋）

■問�町民課住民環境係　☎（82）1011　有線�0551

有料広告

15 令和２年11月号



え
て
い
る
」
15
～
49
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と
　き
　
12
月
9
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
対
象
者
　
15
～
49
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

医
薬
品
副
作
用
被
害

救
済
制
度
に
つ
い
て

　
お
薬
は
正
し
く
使
っ
て
い
て
も
、

副
作
用
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
万
が
一
、
入
院
治
療
が
必
要
に

な
る
よ
う
な
健
康
被
害
が
起
き
た
と

き
、
医
療
費
や
年
金
等
の
給
付
を
行

う
公
的
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
救
済
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
医
薬

品
医
療
機
器
総
合
機
構
）

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０（
１
４
９
）９
３
１

受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

㈪
～
㈮
　
※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く

気
象
庁
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
教

材
「
大
雨
の
と
き
に
ど
う
逃

げ
る
」
の
活
用
に
つ
い
て

　
台
風
・
豪
雨
か
ら
「
自
ら
の
命
は

自
ら
が
守
る
」
た
め
の
基
本
的
な
知

識
と
と
る
べ
き
行
動
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用

い
た
学
習
教
材
（
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
）

が
無
料
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ

て
、
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
台
風
や
豪
雨
時
へ
の
備
え
と
す
る

ほ
か
、
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

家
庭
や
地
域
の
町
内
会
・
自
治
会
、

自
主
防
災
組
織
等
で
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

ア
ド
レ
ス
：https://w

w
w
.jm
a.

go.jp/jm
a/kishou/know

/
jm
a-el/dounigeru.htm

l

■問
総
務
防
災
課
危
機
防
災
係

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
１
３

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
・
維
持
管
理
に
つ
い
て

　
住
宅
火
災
に
よ
る
煙
ま
た
は
熱
の

発
生
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て
、
大
切

な
家
族
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

法
務
局
の
常
設
相
談
日

◦
と

　き
　
12
月
２
日
㈬
・
９
日
㈬・

16
日
㈬
・
23
日
㈬
　
午
前
９
時
～
正

午◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
中

小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者
の
新
た

な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上
の
諸
問

題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

◦
と
　き
　
12
月
16
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

◦
と
こ
ろ
　
備
中
西
商
工
会
本
部

（
矢
掛
）
会
議
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
12
月
２
日
㈬
　
午
後

５
時
ま
で

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

お
知
ら
せ

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限

固定資産税（３期） 11月30日㈪ 11月30日㈪

水道料金・下水道料金
（山田・川面・中川地区） 11月25日㈬ 11月30日㈪

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
手当・給付の内容 振 込 日 問い合わせ先
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（9月申請分）12月7日㈪

町民課
国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571高額療養費（10月申請分）11月17日㈫

子ども医療費
ひとり親家庭等医療費

（10月申請分）
11月30日㈪

保健福祉課子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532

心身障害者医療費
（10月申請分）11月30日㈪

保健福祉課福祉推進係
☎（82）1013��有線 0581

有料広告

16令和２年11月号

　

拓
馬
、
三
宅
エ
ル
、
高
草
英
生
（
東

京
都
）、
池
畠
美
穂
（
群
馬
県
）、
滝

澤
象
太
（
山
梨
県
）、山
腰
　
修
（
愛

知
県
）、
山
本
榮
克
（
大
阪
府
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

廣
井
紘
一
、
藤
原
香
代
子
（
矢
掛
）、

清
水
信
行（
東
三
成
）、斎
藤
仁
司（
横

谷
）、
岸
野
栄
治
（
里
山
田
）、
浅
田

隆
憲
（
南
山
田
）、
山
室
秀
男
（
東

川
面
）

▼
三
谷
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
清
水

信
行（
東
三
成
）、
斎
藤
仁
司（
横
谷
）

▼
山
田
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
岸
野

栄
治
（
里
山
田
）、
浅
田
隆
憲
（
南

山
田
）
▼
川
面
公
民
館
へ
（
金
一
封
）

木
山
信
之
、
山
室
秀
男
（
東
川
面
）

▼
中
川
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
匿
名

希
望　お

詫
び
と
訂
正

　
広
報
や
か
げ
10
月
号
２
ペ
ー
ジ

下
段
の
一
般
会
計
棒
グ
ラ
フ
に
記

載
し
て
い
る
割
合
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

　
正
し
く
は
「
災
害
復
旧
費
４
・

５
％
」、「
農
林
水
産
業
費
４
・
３

％
」、「
衛
生
費
７
・
０
％
」
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
総
務
防
災
課

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
設
置
し
て
い
る
人
は
、
火

災
の
と
き
に
き
ち
ん
と
作
動
す
る
よ

う
定
期
的
に
作
動
確
認
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電

池
切
れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知
し
な

く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
設
置
か

ら
10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
消
防
職
員
が
設
置
調
査
に

伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
際
、
消

火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
斡
旋

や
販
売
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■問
消
防
本
部
予
防
課

☎（
62
）９
４
０
２

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

12
月
２
日
㈬
・
18
日
㈮
　
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

12
月
7
日
㈪
・
14
日
㈪
・
21
日
㈪
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
10
月
分
／
敬
称
略
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税
（
金
一
封
）
三
宅

井原警察署
矢掛幹部派出所

■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

※数値は暫定数です。

め横断、走行する自動車等の直前直後の横断など法令に違
反する歩行者が犠牲になる事故も多く発生しています。
　交通安全のため、運転者も歩行者も交通ルールをしっか
りと守りましょう。

児童虐待防止対策の積極的な推進
　　〜 家庭・学校・地域社会の連携による
　　　　児童虐待事案の早期発見・早期対応〜
『１８９（いちはやく）　知らせて守る　こどもの未来』
　児童虐待は、早期発見・早期対応が大切です。住民一
人ひとりが、日ごろから児童虐待に関心を持ち、「不自然
な傷が多い」「身体や衣類が非常に不潔」「子供が叩かれ
る音や子供の泣き声が聞こえる」など虐待のサインを見
逃さないようにしましょう。
　あなたの通報が子供たちの命を救うきっかけとなりま
す。「虐待では？」と感じたら、市町村または最寄りの児
童相談所『１８９』（全国共通ダイヤル、24時間受付）
に通報しましょう。
　警察署、交番等でも児童虐待に関する相談を受け付け
ており、緊急の場合は迷わず110番通報をしてください。

横断歩道での歩行者優先は
マナーじゃなくて、「ルール」です

　横断歩道は歩行者優先です。横断歩道のルールを守りま
しょう。横断歩道で歩行者が犠牲となる交通事故が後を絶
ちません。横断歩道は、歩行者優先であり、運転者には横
断歩道手前での減速義務や停止義務があります。
　また、横断歩道以外の場所を横断している歩行者や、斜

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

忍

込

み

出
店
荒
し

事
務
所
荒
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

10月中 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23 4 0 19
累　計 16 1 0 0 0 0 2 1 0 0 9 1 1 1 208 22 2 186

（前年比） -11 ±0 -3 ±0 ±0 -1 -2 ±0 ±0 -1 +4 -6 -1 -1 -26 +4 +2 -30

◦犯罪・交通事故発生状況（令和２年 11月 2日現在）

井 原 警 察 署



え
て
い
る
」
15
～
49
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と
　き
　
12
月
9
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
対
象
者
　
15
～
49
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

医
薬
品
副
作
用
被
害

救
済
制
度
に
つ
い
て

　
お
薬
は
正
し
く
使
っ
て
い
て
も
、

副
作
用
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
万
が
一
、
入
院
治
療
が
必
要
に

な
る
よ
う
な
健
康
被
害
が
起
き
た
と

き
、
医
療
費
や
年
金
等
の
給
付
を
行

う
公
的
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
救
済
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
医
薬

品
医
療
機
器
総
合
機
構
）

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０（
１
４
９
）９
３
１

受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

㈪
～
㈮
　
※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く

気
象
庁
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
教

材
「
大
雨
の
と
き
に
ど
う
逃

げ
る
」
の
活
用
に
つ
い
て

　
台
風
・
豪
雨
か
ら
「
自
ら
の
命
は

自
ら
が
守
る
」
た
め
の
基
本
的
な
知

識
と
と
る
べ
き
行
動
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用

い
た
学
習
教
材
（
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
）

が
無
料
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ

て
、
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
台
風
や
豪
雨
時
へ
の
備
え
と
す
る

ほ
か
、
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

家
庭
や
地
域
の
町
内
会
・
自
治
会
、

自
主
防
災
組
織
等
で
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

ア
ド
レ
ス
：https://w

w
w
.jm
a.

go.jp/jm
a/kishou/know

/
jm
a-el/dounigeru.htm

l

■問
総
務
防
災
課
危
機
防
災
係

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
１
３

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
・
維
持
管
理
に
つ
い
て

　
住
宅
火
災
に
よ
る
煙
ま
た
は
熱
の

発
生
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て
、
大
切

な
家
族
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

法
務
局
の
常
設
相
談
日

◦
と
　き
　
12
月
２
日
㈬
・
９
日
㈬・

16
日
㈬
・
23
日
㈬
　
午
前
９
時
～
正

午◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
中

小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者
の
新
た

な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上
の
諸
問

題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

◦
と

　き
　
12
月
16
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

◦
と
こ
ろ
　
備
中
西
商
工
会
本
部

（
矢
掛
）
会
議
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
12
月
２
日
㈬
　
午
後

５
時
ま
で

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

お
知
ら
せ

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限

固定資産税（３期） 11月30日㈪ 11月30日㈪

水道料金・下水道料金
（山田・川面・中川地区） 11月25日㈬ 11月30日㈪

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
手当・給付の内容 振 込 日 問い合わせ先
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（9月申請分）12月7日㈪

町民課
国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571高額療養費（10月申請分）11月17日㈫

子ども医療費
ひとり親家庭等医療費

（10月申請分）
11月30日㈪

保健福祉課子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532

心身障害者医療費
（10月申請分）11月30日㈪

保健福祉課福祉推進係
☎（82）1013��有線 0581

有料広告

拓
馬
、
三
宅
エ
ル
、
高
草
英
生
（
東

京
都
）、
池
畠
美
穂
（
群
馬
県
）、
滝

澤
象
太
（
山
梨
県
）、山
腰
　
修
（
愛

知
県
）、
山
本
榮
克
（
大
阪
府
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

廣
井
紘
一
、
藤
原
香
代
子
（
矢
掛
）、

清
水
信
行（
東
三
成
）、斎
藤
仁
司（
横

谷
）、
岸
野
栄
治
（
里
山
田
）、
浅
田

隆
憲
（
南
山
田
）、
山
室
秀
男
（
東

川
面
）

▼
三
谷
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
清
水

信
行（
東
三
成
）、
斎
藤
仁
司（
横
谷
）

▼
山
田
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
岸
野

栄
治
（
里
山
田
）、
浅
田
隆
憲
（
南

山
田
）
▼
川
面
公
民
館
へ
（
金
一
封
）

木
山
信
之
、
山
室
秀
男
（
東
川
面
）

▼
中
川
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
匿
名

希
望　お

詫
び
と
訂
正

　
広
報
や
か
げ
10
月
号
２
ペ
ー
ジ

下
段
の
一
般
会
計
棒
グ
ラ
フ
に
記

載
し
て
い
る
割
合
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

　
正
し
く
は
「
災
害
復
旧
費
４
・

５
％
」、「
農
林
水
産
業
費
４
・
３

％
」、「
衛
生
費
７
・
０
％
」
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
総
務
防
災
課

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
設
置
し
て
い
る
人
は
、
火

災
の
と
き
に
き
ち
ん
と
作
動
す
る
よ

う
定
期
的
に
作
動
確
認
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電

池
切
れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知
し
な

く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
設
置
か

ら
10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
消
防
職
員
が
設
置
調
査
に

伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
際
、
消

火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
斡
旋

や
販
売
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■問
消
防
本
部
予
防
課

☎（
62
）９
４
０
２

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

12
月
２
日
㈬
・
18
日
㈮
　
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

12
月
7
日
㈪
・
14
日
㈪
・
21
日
㈪
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
10
月
分
／
敬
称
略
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税
（
金
一
封
）
三
宅

井原警察署
矢掛幹部派出所

■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

※数値は暫定数です。

め横断、走行する自動車等の直前直後の横断など法令に違
反する歩行者が犠牲になる事故も多く発生しています。
　交通安全のため、運転者も歩行者も交通ルールをしっか
りと守りましょう。

児童虐待防止対策の積極的な推進
　　〜 家庭・学校・地域社会の連携による
　　　　児童虐待事案の早期発見・早期対応〜
『１８９（いちはやく）　知らせて守る　こどもの未来』
　児童虐待は、早期発見・早期対応が大切です。住民一
人ひとりが、日ごろから児童虐待に関心を持ち、「不自然
な傷が多い」「身体や衣類が非常に不潔」「子供が叩かれ
る音や子供の泣き声が聞こえる」など虐待のサインを見
逃さないようにしましょう。
　あなたの通報が子供たちの命を救うきっかけとなりま
す。「虐待では？」と感じたら、市町村または最寄りの児
童相談所『１８９』（全国共通ダイヤル、24時間受付）
に通報しましょう。
　警察署、交番等でも児童虐待に関する相談を受け付け
ており、緊急の場合は迷わず110番通報をしてください。

横断歩道での歩行者優先は
マナーじゃなくて、「ルール」です

　横断歩道は歩行者優先です。横断歩道のルールを守りま
しょう。横断歩道で歩行者が犠牲となる交通事故が後を絶
ちません。横断歩道は、歩行者優先であり、運転者には横
断歩道手前での減速義務や停止義務があります。
　また、横断歩道以外の場所を横断している歩行者や、斜

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

忍

込

み

出
店
荒
し

事
務
所
荒
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

10月中 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23 4 0 19
累　計 16 1 0 0 0 0 2 1 0 0 9 1 1 1 208 22 2 186

（前年比） -11 ±0 -3 ±0 ±0 -1 -2 ±0 ±0 -1 +4 -6 -1 -1 -26 +4 +2 -30

◦犯罪・交通事故発生状況（令和２年 11月 2日現在）

井 原 警 察 署
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2020. 11
vol.101

　矢掛町の課題解決を遊び感覚で考えることができる「矢掛町SDGsカー
ド」。このカードゲームの普及活動を「地域マネジメントコンテスト」（山
陽学園大学主催）でオンライン発表した本校生徒たちが「岡山市商工会
会頭賞」を受賞しました。これからの「矢掛町SDGsカード」の普及に
注目です！

地域マネジメントコンテストTop News
10月19日㈪

リージョナルモデル通信  ⑯地域と連携した『高校の魅力化』フォーラム

　10月26日、岡山県教委主催の「高校の魅力化」フォーラムで、地域連携に力を入れながら高校魅力化を進めている公立
高校の実践例がオンラインで発表されました。矢掛高校のRM推進にも参考になる取り組み内容ばかりでした。

　矢掛町は東京オリンピック・パラリンピックのイタリアのホストタウ
ンになっています。新型コロナウイルスによる延期に関連して、イタリ
アに向けての応援動画を作成することになりました。そこで「矢高メデ
ィア・アート部」の出番！矢掛町の名所をまわり、撮影しました。12月
に町のHPでも公開予定です。

東京五輪イタリア応援動画 10月30日㈮

　中間テスト最終日。矢掛町の「まちピカ応援事業」と連動した「草抜
きボランティア」が行われました。みんな泥まみれになりながらもテス
ト終わりの解放感と共に雑草抜きを楽しみました。

YAKOボラ（草抜き） 10月15日㈭

①岡山城東高校

②総社南高校

③倉敷古城池高校

④津山東高校

⑤井原高校

⑥新見高校

グローカル教育

発表高校 キーワード

小学生用英語教室

水島プラットフォーム

地域で学ぶ「行学」

地場産業と科間連携

各科での産学官連携

⑦勝山高校

⑧林野高校

⑨玉野商工高校

⑩高梁城南高校

⑪和気閑谷高校

＊⑧⑩⑪は矢掛高校と同じ「RM研究指定校」

地域人から学ぶ「蒜山」

発表高校 キーワード

地域人材育成「みまさか学」

地元企業との連携

「城南カフェ」からの展開

3年間を通じた「閑谷學」

総務防災課秘書広報係
☎（82）1010　有線0522
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